




−179−

（1）冷暖2系統制御
・�季節により、冷熱・温熱負荷が変動する場合でも、それぞれ最適な台数・設定での運転
が可能です。
・�年間を通じた負荷変動に対応することができ、設備熱源容量の最適化が図れます。
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（2）冷暖の境界の定義
・�画面タッチでモードボタンを押すと境界アドレス（冷房の中
で最大となるアドレス）を設定できます。
　�指定アドレス以下のユニットは冷房運転、指定アドレスより
アドレスが大きいユニットは暖房運転となります。
・冷房、暖房運転ユニットの設定温度も変更可能です。
・�MSVリモコンでは、リモコンのカレンダー情報にて、運転パ
ターンの変更をスケジュール切替（月日で切替）できます。
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　3.2.8　冷暖混在システム
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（3）スケジュールの設定の仕方
冷暖混在モードのスケジュールでは運転モードの変更のかわりに冷却と加熱の境界アドレスを
設定します。
境界のアドレスは冷却の一番最後のアドレスを設定します。

1 	�TOP画面で F1：スケジュール設定 スイッチを押す

2 �今日のスケジュールが表示されます。
スケジュール変更を押す。
・�冷暖混在モードでは、設定温度（冷暖）に冷却と加熱
それぞれの温度が表示されます。

3 変更 を押す。
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4 「スケジュール設定」画面の 運転開始設定 を押す。

�5 �	(1) 設定の有効／無効を切り替える
	       設定 有効 または 設定 無効 をタッチする。

	 (2) 運転開始日を変更する
	       ▲ ／ ▼ を押し、月日を変更する。

	 (3) 次ページ を押す。

6 � ▲ ／ ▼ を押し、冷却の一番最後のアドレスを設
定する。

	 ※�接続している機種（冷専）や接続台数により設定可
能なアドレスに制限があります。

(2)

(1)

(3)
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7 ��セット を押し、設定が完了するとスケジュール設定一
覧が表示されます。開始日と冷暖境界アドレスが表示さ
れます。

	 ・今日のスケジュール設定
	 ・明日のスケジュール設定
	 ・ウィークリータイマー設定
	 を3.2.5と同様に設定することができます。



−183−

3.3　リモコンを使用しない場合

　3.3.1　ユニット単独での手元操作（運転 /停止）
別売オプションのリモコン・MSVコントローラ・エネコンダクタや外部入力と接続しないユニ
ットの各種設定と運転/停止方法を以下に説明します。
電源ボックス内のユニット統括基板操作部の操作のみで設定と運転/停止が可能です。
運転前に5. 試運転が必要です。試運転未実施の場合、運転できません。

(1)	運転モード設定
	 運転モード切替えスイッチSW4を「冷却」もしくは「加熱」にする。

(2) 	温度設定
	 7セグメントで設定温度を変更する。
	 ・冷却設定水温：P00を 4.0～30.0℃の間で変更（初期値：7℃）。
	 ・加熱設定水温：P01を25.0～55.0℃の間で変更（初期値：45℃）。
	 ・温度刻み：0.1℃

(3) 	運転/停止/遠方
	 ・運転スイッチSW5を「運転」にすると運転開始します。
	 ・運転スイッチSW5を「停止」にすると運転停止します。

注意

・リモコンを使用する場合は、3.2 リモコンを使用する場合に従って操作してください。
・リモコン・MSVコントローラ・エネコンダクタ・外部入力を使う場合は、運転スイッチ（SW5）を「遠方」に
する必要があります。

運転スイッチ
SW5

7セグメント表示

SW1, SW2, SW3

［ユニット統括基板操作部］

運転モード切替えスイッチ
SW4
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　3.3.2　外部指令による遠方操作（運転 /停止）
他の機器や別盤からの入力によりユニット操作を行う場合、外部入力設定と信号線の接続を行
ってください。7セグメントP10（ユニット統括基板の上位機器設定）は０にしてください。

(1) 外部入力設定
デジタル/
アナログ 機能 機能番号 端子台番号

端子番号
OFF/ON
下限/上限

デジタル 外部運転入力 1 ※7セグメント設定必要 停止/運転
デジタル 外部運転モード入力 2 ※7セグメント設定必要 加熱/冷却
アナログ 温度設定入力（冷却加熱兼用） 1 ※7セグメント設定必要 4.0℃/55.0℃
アナログ 温度設定入力（冷却） 6 ※7セグメント設定必要 4.0℃/30.0℃
アナログ 温度設定入力（加熱） 7 ※7セグメント設定必要 25.0℃/55.0℃

(2)	運転モード設定
	 ・「外部運転モード入力」信号をON（短絡）すると冷却運転モードになります。
	 ・「外部運転モード入力」信号をOFF（開放）すると加熱運転モードになります。
	 ※外部入力信号を使用しない場合は、運転モード切換えスイッチで変更してください。

(3)	温度設定
	 「温度設定入力」信号で目標水温の変更が可能です。
	 7セグメントで温度設定切換P05を「1」（外部入力（冷却加熱兼用））にする。
	 ※�外部入力信号を使用しない場合は、P05を「0」に変更し、7セグメントP00,P01で温度設定してください。
	 ※�冷却：4～30℃，加熱：25～55℃が使用範囲であり，使用範囲外の入力に対しては最も近い設定温度となり

ます。
	 ※�外部入力信号を冷却/加熱別々で入力する場合は、温度設定切換P05を「2」に変更してください。

(4)	運転/停止
	 運転スイッチを「遠方」にする。
	 ・「外部運転入力」信号をON（短絡）すると運転開始します。
	 ・「外部運転入力」信号をOFF（開放）すると運転停止します。
	 ※外部入力信号を使用しない場合は、運転スイッチで変更してください。
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3.4　MSVコントローラを使用する場合
MSVコントローラを使用すると、複数台のユニットの一括操作、負荷に応じたユニット台数制
御、1次/2次冷温水ポンプ変流量制御、冷温水バイパス弁制御、運転時間平準化制御が可能と
なります。ユニット台数制御を行う場合は、7セグメントP12の値を接続しているユニット台
数に変更してください。また、測温抵抗体（Pt100）の接続を電源ボックス裏面の電気配線図
をもとに確実に行ってください。7セグメントP10（ユニット統括基板の上位機器設定）は１
にしてください。
ユニット台数制御、1次/2次冷温水ポンプ変流量制御、冷温水バイパス弁制御等は、システム
全体に関わる制御となりますので据付工事での配線接続を確実に行い、4.1　システム試運転
の共通設定と技術資料をもとにシステム個別の設定を行った後、試運転での動作確認を十分行
ってください。試運転後のユニット操作について下記に説明します。

リモコンを接続すると運転/停止、設定温度指令、スケジュール機能等が使用できます。
MSVコントローラの7セグメントP10（上位機器設定）は2（初期値）にしてください。
3.2 リモコンを使用する場合  に従って設定を行ってください。

注意

MSVコントローラの運転スイッチを「遠方」にする。MSVの運転スイッチも「遠方」にする。

別売オプションのリモコン・エネコンダクタや外部入力と接続しない場合は、MSVコントロー
ラの各種設定と運転/停止方法を以下に説明します。
電源ボックス内にあるMSVコントローラ操作部の操作のみで設定・運転/停止が可能です。

7セグメント
表示

運転/停止
スイッチ
SW5

運転モード
切替え
スイッチ
SW4

遠方/手元切替え
スイッチ
SW6

SW1, SW2, 
SW3

［MSVコントローラ操作部］　

　3.4.1　リモコン操作

　3.4.2　MSVコントローラの手元操作（運転/停止）
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(1)	運転モード設定
	 運転モード切替えスイッチSW4を「冷却」もしくは「加熱」にする。

(2)	温度設定
	 7セグメントで設定温度を変更する。
	 ・冷却設定水温：P00を 4.0～30.0℃の間で変更（初期値：7℃）。
	 ・加熱設定水温：P01を25.0～55.0℃の間で変更（初期値：45℃）。
	 ・温度刻み：0.1℃。

(3) 運転/停止/遠方/手元
	 ・�遠方/手元スイッチSW6を「手元」にして、運転/停止スイッチSW5を「運転」にすると

運転開始します。
	 ・�遠方/手元スイッチSW6を「手元」にして、運転/停止スイッチSW5を「停止」にすると

運転停止します。
	 ・�遠方/手元スイッチSW6を「遠方」にするとリモコンやMSVコントローラからの運転・

停止が可能です。

他の機器や別盤からの入力によりユニット操作を行う場合、外部入力設定と接続を行ってくだ
さい。MSVコントローラの7セグメントP10（上位機器設定）は０にしてください。

(１) 外部入力設定
デジタル/
アナログ 機能 機能番号 端子台番号

端子番号
OFF/ON
下限/上限

デジタル 外部運転入力 1 TB3 No.1-2 停止/運転
デジタル 外部運転モード入力 2 TB3 No.3-4 加熱/冷却
アナログ 温度設定入力（冷却加熱兼用） 1 TB2 No.7-8 4.0℃/55.0℃
アナログ 温度設定入力（冷却） 6 ※7セグメント設定必要 4.0℃/30.0℃
アナログ 温度設定入力（加熱） 7 ※7セグメント設定必要 25.0℃/55.0℃

(２)	運転モード設定
	 ・「外部運転モード入力」信号をON（短絡）すると冷却運転モードになります。
	 ・「外部運転モード入力」信号をOFF（開放）すると加熱運転モードになります。
	 ※外部入力信号を使用しない場合は、運転モード切替えスイッチで変更してください。

(３)	温度設定
	 �「温度設定入力」信号で目標水温の変更が可能です。7セグメントで温度設定切換P02を「1」
（外部入力（冷却加熱兼用））にする。

	 ※�外部入力信号を使用しない場合は、P02を「0」に変更し、7セグメントP00,P01で温度設定してください。
	 ※�冷却：4～30℃，加熱：25～55℃が使用範囲であり，使用範囲外の入力に対しては最も近い設定温度となり

ます。
	 ※�外部入力信号を冷却/加熱別々で入力する場合は、温度設定切換P02を「2」に変更してください。

(４)	運転/停止
	 運転スイッチを「遠方」にする。
	 ・「外部運転入力」信号をON（短絡）すると運転開始します。
	 ・「外部運転入力」信号をOFF（開放）すると運転停止します。
	 ※外部入力信号を使用しない場合は、運転スイッチで変更してください。

　3.4.3　外部指令による遠方操作（運転 /停止）
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3.5　異常リセットの方法

リセット手順
①リモコン本体の「運転/停止」スイッチを押す。
②運転LEDランプは消灯します。
③再起動を行う場合は、「運転/停止」スイッチを押して運転を行ってください。

注意

異常原因を除去せずにリセットをしないでください。異常発生時はすぐに連絡先に連絡してください。

異常が発生した時は、販売店もしくはサービス店にご連絡・ご相談下さい。リセットを行う前
に必ず異常の内容（異常コード）をご確認願います。異常の原因を除去したのち下記の方法で
リセットしてください。リセットを行わないとユニットの再起動はできません。

リモコンの異常コード以外に、MSVコントローラを接続している場合はMSVコントローラの
異常も確認できます。

異常コードの確認手順
異常発生時に赤色の運転LEDランプが点滅します。

1 �メニュー をタッチすると、点検表示画面が表示されま
す。

	 ・異常コードと発生ユニットを確認してください。

	 �ユニットの項目が空白の場合、MSVコントラーラの異
常をしめします。

2 �リモコンに異常が発生している場合は、リモコン異常
コードを確認してください。

	 �ユニットアドレスの表示がある場合は接続しているユニ
ットの異常を示します。

	 �MSV-Cの表示がある場合はMSVコントローラの異常を
示します。 次ページ 、 前ページ で過去の履歴が表示
されます。履歴を消去する場合は 消去 を選択し はい
で消去します。

3 �連絡先 をタッチすると、登録された連絡先が表示さ
れます。

	 �表示された連絡先に異常コードと発生ユニットをご連
絡してください。

　3.5.1　リモコンでの異常コードの確認およびリセット方法
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電源ボックス内のユニット統括基板操作部の7セグメント表示に異常コードが表示されます。
異常コードをご確認の上、販売店もしくはサービス店にご連絡してください。

注意

ユニット統括基板の操作部は、MSVコントローラの操作部と同じ構成となるため、間違えないようにしてください。

手順
① 運転スイッチSW5を「停止」にする。
② 7セグメントC00を「1」にする
③ 運転スイッチSW5を「運転」にする。

電源ボックス内のMSVコントローラもしくはユニット統括基板操作部の7セグメント表示に異
常コードが表示されます。異常コードをご確認の上、販売店もしくはサービス店にご連絡して
ください。

手順※MSVコントローラ操作部を操作してください。

① 運転/停止スイッチSW5を「停止」にする。
② 7セグメントC00を「1」にして、異常リセットする。
③ 運転/停止スイッチSW5を「運転」にする

電源ボックス内のユニット統括基板もしくは、MSVコントローラの操作部の7セグメント表示
に異常コードが表示されます。異常コードをご確認の上、販売店もしくはサービス店にご連絡
してください。

注意

外部機器や別盤からの異常リセット入力信号はユニット統括基板のみ有効です。MSVコントローラでは外部入力
によるリセット機能はありません。

手順
①	「外部運転入力」信号をOFF（開放）し、「停止」にする。
②	「外部入力による異常リセット」信号をON（短絡）して異常リセットする。
③ 	「外部運転入力」信号をON（短絡）して、「運転」にする。
※�デジタル入力機能割当て（F00～F14）で機能番号「7」（8時間に1回リセット可）もしくは「8」（1時間に1回リ
セット可）を設定してください。

　3.5.2　手元でのリセット方法（上位機器・外部入力機器の接続が無い場合）

　3.5.3　MSVコントローラでのリセット方法

　3.5.4　外部入力によるリセット方法



−189−

4．試運転およびアフターサービス
お客様立ち会いで試運転を行ってください。

注意
◦お客様ご自身では据付けないでください。（安全や機能の確保ができません。）
◦本製品の据付工事は、据付工事の資格保持者が各種法令に基づき実施しております。
◦据付工事完了後、販売店が試運転を行いますので、立ち会ってください。
◦運転手順、安全を確保するための正しい使い方について、販売店から説明を受けてください。

4.1　試運転前の確認

〔お知らせ〕

試運転、シーズンインの運転前には、下記の項目について確認してください。

(1)	据付上の諸手続き
	 �高圧ガス保安法・冷凍保安規則などを参照してください。70馬力MSV2002（P）をご利
用になる場合、高圧ガス保安法の届出を必ず運転開始の日の20日以上前に行ってください。

(2)	周囲の確認
	 ユニットの周囲をチェックし、運転に支障ないか確認してください。

(3)	結線、電源の確認
	 • 供給電圧は正常ですか。
	 	 電圧は定格周波数のもとで端子電圧が定格電圧の±10％の範囲にあること。
	 • 相間電圧のアンバランスは2％以内ですか。
	 • アースはとっていますか。
	 • 端子接続部のねじの緩みはないですか。
	 • 相間短絡はないですか。
	 • 電磁弁はユニットに接続、もしくは自動開閉しますか。
	 • 主回路の絶縁抵抗は1ＭΩ以上ありますか。（1ＭΩ以下の場合は、運転しないでください。）
	 • �	�電源変換トランスの端子台の配線接続先ラベルと供給電圧は合っていますか。（400V級

のみ）
	 	 据付説明書の4.2.3を参考に確認してください。

据付直後、もしくは主電源を切った状態で長時間放置した場合には、圧縮機内に冷媒が溜ることにより、電源端子
台と大地間の絶縁抵抗が1ＭΩ近くまで低下することがあります。
�絶縁抵抗が1ＭΩ以上ない場合は、主電源を入れてオイルヒータを6時間以上通電することにより、圧縮機内の冷
媒が蒸発しますので絶縁抵抗は上昇します。

(4)	水配管、内蔵水ポンプの確認
	 • 冷水入口・出口の配管接続は正しいですか。（図と照合してください。）
	 • 冷水入口配管にストレーナを設けていますか。
	 	（20メッシュ以上の清掃可能なストレーナを取付けてください。）
	 • 冷水配管は仕切弁を設け、水側熱交換器を切離して水抜きができるようになっていますか。
	 • 内蔵水ポンプから水漏れはありませんか。
	 	（試運転時などで一時的に水漏れが発生し、その後止まる場合がありますが、正常です。）
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(5) 空気側熱交換器、送風機の確認
	 • 空気側熱交換器のフィン部に紙くず、ビニール等の付着はありませんか。
	 • 送風機室内に運転に支障となる物が入っていませんか。
	 • 送風機の羽根がファンガードやケーシングに当たっていませんか。

散水による空気熱交換器へのスケール付着がある場合は必要に応じて洗浄してください。

(6)	別盤制御水ポンプの運転確認
	 冷（温）水ポンプを運転して、下記項目を確認してください。
	 • 	�規定水量が流れていますか。（各馬力毎に決められている冷温水流量の範囲を守ってくだ

さい。）
	 • 	水ポンプの圧力が正常ですか。
	 • 	水漏れがないですか。
	 • 	水配管の振動がないですか。
	 • 	�ユニット停止後、MSVは水ポンプの残留運転（統括7セグメントP34)を５分間実施しま

す。別盤制御で水ポンプの残留運転を確実に実施してください。
	 • 	�ユニットは水ポンプを内蔵していなくても流量を検知していますので１次側のインターロ

ックは不要です。
	 	 �インターロックを使用する場合は、ユニット運転～水ポンプ残留運転完了の間は短絡信号

を入力してください。

ユニットの水側熱交換器内の空気を、空気抜き（客先施工）より完全に抜いてください。

ユニット運転指令を「切」（運転停止操作）している状態で、ポンプのみ長時間運転する場合はポンプ発熱により
水温が異常に上昇することがあります。

〔お願い〕

〔お願い〕

〔お知らせ〕
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◦���リモコン／MSVコントローラ／エネコンダクタありでユニット複数台設置の場合には、先に
ユニット単独での試運転を実施してください。
◦��ユニット毎の試運転を実施したのちに、リモコン／MSVコントローラ／エネコンダクタでの
ユニット複数台運転の確認を行ってください。
◦���試運転時にはユニット出口温度が設定温度に到達することを確認するため、ファンコイル等
を稼動させて、負荷がある状態で行ってください。
◦���ユニット個別での試運転となるため、発生している負荷と水回路内の保有水量によっては試
運転4時間ではユニット出口水温が設定水温に到達しないことがありますのでご注意くださ
い。日常（通常）使用する温度よりユニット入口水温が冷却では低い、加熱では高い状態で
の安定運転を確認する場合には、通常の設定水温差になるように設定温度を見直してくださ
い。試運転モード（4.2.2手順7）では、ユニット出口水温が設定水温に到達しても停止しま
せん。負荷が少ない場合は、通常モード（3.2リモコン、3.3手元操作、外部指令）で試運転
を行ってください。
◦���ユニット単独試運転では、運転チェックが可能な台数を同時に実施していただいて構いません。

ユニット統括基板操作部

リモコン・MSVコントローラ
接続端子台（A, B, X, Y,）

 〈電源ボックス〉 

4.2　試運転の手順

　4.2.1　注意
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　4.2.2　ユニット単独試運転
・�下記表に従って各ユニットで試運転を実施してください。ユニット以外で別盤にて制御する
弁やポンプがある場合にはユニット単独試運転前に動作を確認の上、ユニット試運転可能な
状態にしてください。ユニット統括基板やMSVコントローラの外部入出力機能でユニット制
御を行う場合は、ユニット単独試運転後に全ユニットを含むシステム全体で試運転を実施し、
各機器の動作確認を行うようにしてください。
・�冷暖混在システムの場合、冷却と加熱でそれぞれ試運転してください。

ユニット単独試運転の方法
手順 項目 内容 設定 注意事項

1 ディップスイッチ
設定

現地の仕様に合わせてディ
ップスイッチの設定を行っ
てください。

①�SW11-5（ON/OFF）：
　�水温センサ切替え（測
温抵抗体/内蔵センサ）
②�SW12-1（ON/OFF）：
　�デマンド切替え（ON/
OFF）

①�測温抵抗体（Pt100）を使用し、
ユニットに入力する場合は設定
してください。

②�試運転時にデマンド制御を行う
場合は設定してください（7セ
グメント設定も含む）。

2 アドレス設定

複数台設置 ( リモコン・
MSV コントロール ) の場
合、各ユニットのコントロー
ルボックスM2内のユニッ
ト統括基板のアドレス設定
（SW1とSW2）を変更し
てください。

アドレス設定 01～20
・SW1：十の位
・SW2：一の位

ユニット単独試運転をする場合は
出荷時設定：01でも試運転は可
能です。
試運転後に重複しないようにアド
レスを設定してください。

3 ユニット統括基板
操作スイッチ設定

1ユニット毎に試運転を実
施する為、電源ボックス内
の運転スイッチを「停止」
に設定。

	
	

遠方 停止 運転
ONOFFREMOTE

遠方 停止 運転
ONOFFREMOTE

遠方 停止 運転 加熱 冷却
ONOFFREMOTE

加熱
HEAT

冷却
COOL

加熱
HEAT

冷却
COOL

	

※�内蔵ポンプ、もしくは外
部出力による冷温水ポン
プ制御において「遠隔」
設定にした場合、凍結防
止運転が自動で実施され
ます。

・運転スイッチ：「停止」

ユニットによるポンプ制御（内蔵
を含む）で外気温度 3℃以下では、
運転スイッチが「遠隔」のまま電
源投入した際に凍結防止運転が実
施されます。

4 電源投入

試運転を行うユニットの電
源を投入。
ユニット統括基板の7セグ
メントに表示が出ることを
確認。

―

電源投入前に運転スイッチが「停
止」になっていることを確認して
ください。
ユニットによるポンプ制御（内蔵
を含む）で外気温度 3℃以下では、
運転スイッチが「遠隔」のまま電
源投入した際に凍結防止運転が実
施されます。
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手順 項目 内容 設定 注意事項

5 ユニット統括基板
7セグメント設定

試運転で水温や流量を工
場出荷時から変更する場合
は、7セグメント設定を行っ
てください。

【工場出荷時】
設定水温：
（冷却）7℃、
（加熱）45℃
流量：
定格水量（温度差 5℃）

・ P00：設定水温(冷却)
・ P01：設定水温 ( 加熱 )
・ �P89：�
  流量計測時の温度差
　初期値 5℃

＜その他＞
・P32：デマンド率

①�設定水温をユニット入口水温に
対して 冷却時：低く、 加熱時：
高く設定してください。上記の
状態でない場合、ユニットは低
負荷のため試運転を開始しない
おそれがあります。

②�デマンド制御有効の状態で試運
転を実施する場合は、デマンド
率を設定してください。

6

（水ポンプ内蔵も
しくは、冷温水ポ
ンプ制御の場合）	
水ポンプ試運転

(1) 試運転モードをポンプ
試運転に変更してくだ
さい（P02：1）

(2) 電源ボックス内の運転
スイッチを「停止」から
「運転」にすると、水ポ
ンプ試運転を開始しま
す。

	
	

遠方 停止 運転
ONOFFREMOTE

遠方 停止 運転
ONOFFREMOTE

遠方 停止 運転 加熱 冷却
ONOFFREMOTE

加熱
HEAT

冷却
COOL

加熱
HEAT

冷却
COOL

	

(3)�ユニット内部と現地水
配管のエア抜きをして
ください。

(4)�開始後 4 時間で自動で
停止します。試運転を
手動で停止する時は運
転スイッチを「停止」に
してください。

	
	

遠方 停止 運転
ONOFFREMOTE

遠方 停止 運転
ONOFFREMOTE

遠方 停止 運転 加熱 冷却
ONOFFREMOTE

加熱
HEAT

冷却
COOL

加熱
HEAT

冷却
COOL

	
	
（水温補正には5分半以上
  かかりますので、その間
 継続してください。）

・�P02：
�「1」試運転モード
（ポンプ試運転）
・�運転スイッチ：
�「運転」/「停止」

・P08：
ポンプ回転数

・�P65：�
�水温補正完了
ステータス
・�P83：�
�「1」水温センサ
再補正開始

①�水配管の漏れ・異音なきことを
確認してください。水配管内の
空気抜きを確実に行ってくださ
い。

　※�一時的に水漏れし、その後止
まる場合がありますのでご注
意ください。正常です。

②�水ポンプは固定周波数で運転し
ます（出荷時 60Hz※7セグメ
ント P08 を変更するとポンプ
回転数を変更できます）。

③�ポンプ試運転は 5分半以上継
続してください。水温センサ補
正が完了しません。7セグメン
ト P65が1になっていると補
正が完了しています。7セグメ
ントに「oPC」が表示されてい
る場合は、水温不安定により
補正が正常に完了しておりませ
ん。空気抜きが十分されている
か、余熱や別熱源の影響がない
か確認し、水温を安定させてか
ら再度実施してください。oPC
は 7セグメント P27 を1→ 0
に変更すると消えます。
水ポンプ試運転を実施する前に
P27 を1、P65 を 0にしてく
ださい。完了しないとユニット
試運転が開始できません。

④�水温センサ補正のみをを再度実
施したい場合は、水ポンプ試運
転中にP83 を「1」にして補正
を開始してください。水温補正
には30秒以上かかりますので、
継続してください。

（別盤による水ポ
ンプ制御の場合）	
水ポンプ試運転

(1)�別盤で水ポンプを運転
させてください。

(2)�水ポンプ内蔵での水ポ
ンプ試運転と同じ作業
(1) ～ (4) を実施してく
ださい。

・	 �目標流量の各馬力毎に決められ
ている冷温水流量範囲を守って
ください。守らないと E80 を
発報します。

・	 �別盤制御でユニット停止後に水
ポンプの残留運転（7セグメン
トP34) を 5分間実施してくだ
さい。実施しないとE80 を発
報します。
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手順 項目 内容 設定 注意事項

7 ユニット試運転

(1)�試運転モードをユニッ
ト試運転に変更（P02：
2）

(2)�現場の条件に合わせて、
電源ボックス内の運転
モード切替スイッチで
「冷却」/「加熱」を切
替えてください。

	
	

遠方 停止 運転
ONOFFREMOTE

遠方 停止 運転
ONOFFREMOTE

遠方 停止 運転 加熱 冷却
ONOFFREMOTE

加熱
HEAT

冷却
COOL

加熱
HEAT

冷却
COOL

(3)�電源ボックス内の運転
スイッチを「運転」にす
ると設定水温を目標と
したユニット運転が開
始されます。

(4)�開始後 4 時間で自動停
止します。運転を手動
で停止する際は運転ス
イッチを「停止」にして
ください。

	
	

遠方 停止 運転
ONOFFREMOTE

遠方 停止 運転
ONOFFREMOTE

遠方 停止 運転 加熱 冷却
ONOFFREMOTE

加熱
HEAT

冷却
COOL

加熱
HEAT

冷却
COOL

(5)��試運転モードを通常運
転に変更（P02：0）

・�P02：
�「2」試運転モード
（ユニット試運転）
・�運転モード切替えスイッチ：
「冷却」/「加熱」
・�運転スイッチ：
�「運転」/「停止」

＜その他＞
・�P06：
�試運転対象
モジュール

①�別盤による水ポンプ制御の場合
は水ポンプを運転し、水を流し
てください。

②�設定水温を入口水温に対して　
冷却時：低く、加熱時：高く
設定してください。上記でない
場合、ユニットは低負荷のため
試運転を開始しないおそれがあ
ります。

③�4系統（2モジュール）の内、2
系統のみ（1モジュールのみ）
を試運転する場合は、P06を
「0」もしくは「1」に変更した後
に運転スイッチを「運転」にして
ください。

④�開始後 4 時間で自動停止しま
す。

⑤�試運転完了後は、必ず試運転
モードを OFF（P02：0）して
ください。

注意

リモコンを使用せず運転する場合、試運転後に主電源を切った状態でディップスイッチSW12-5をONにし電源再
投入して、水ポンプの凍結防止運転を有効にしてください。電源リセットを行わないと有効にはなりません。

遠方 停止 運転
ONOFFREMOTE

遠方 停止 運転
ONOFFREMOTE

遠方 停止 運転 加熱 冷却
ONOFFREMOTE

加熱
HEAT

冷却
COOL

加熱
HEAT

冷却
COOL
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◦��システム全体での試運転を行う際は、システム管理者、オーナーや建物の管理者とご相談の上、
実施してください。他機器との連動や台数制御等のシステム全体の制御に関してはシステム
に応じた調整をサービスマンの指示に従って行ってください。

（1）	リモコンを使用する場合
	 �7セグメントP10（統括基板の上位機器設定）が4または41（初期値：4）であることを
確認した後、運転スイッチを「遠方」にしてリモコンで運転してください。※主電源を切
る必要はありません。P41は「リモコンと外部入力」の後押し優先に対応したシステムです。

（2）	外部入力による運転の場合
	 �7セグメントP10（統括基板の上位機器設定）を0に設定し、運転スイッチを「遠方」に
して外部入力を入れてください。下記が設定済の場合、主電源を切る必要はありません。

	 �運転入力（短絡：運転、開放：停止）はCNTD-in1（初期：TB3のNo.1,2端子）、運転モ
ード入力（短絡：冷却、開放：加熱）はCNTD-in2（初期：TB3のNo.3,4端子）に入れて
ください。

	 温度設定は7セグメント（冷却時P00、加熱時P01）に従います。
	 �温度設定をアナログ入力で制御する場合は7セグメントP05を1（冷却・加熱兼用、4～
55℃）にし、アナログ入力をCNTA-in1（初期：TB2のNo.11,12端子）に入れてくださ
い。

（3）	�MODBUS通信にする運転の場合、<（P10=10）>弊社MODBUS通信仕様に基づき使
用してください。

◦��システム全体での試運転を行う際は、システム管理者、オーナーや建物の管理者とご相談の上、
実施してください。他機器との連動や台数制御等のシステム全体の制御に関してはシステム
に応じた調整をサービスマンの指示に従って行ってください。
◦��試運転はMSVコントローラ技術資料に従い実施してください。

　4.2.3.1　システム試運転（MSVコントローラなしの場合）

　4.2.3.2　システム試運転準備（MSVコントローラありの場合）
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　4.2.4　ユニット単独試運転チェックリスト
試運転チェックリスト

確認項目 基準 
定常運転での目安 結果 備考

ユ
ニ
ッ
ト

出口水温は設定水温通りか？ ±1℃以内
高圧/低圧は正常範囲内か？ 1.6～3.9MPa/0.18～1.3MPa
吐出温度は正常範囲内か？ 120℃以下
吸入過熱は正常範囲内か？ 2～20℃
圧縮機ドーム下温度は正常範囲内か？ 25～60℃
保護機能による
異常な運転範囲の低下はないか？ 保護制御作動確認

異常停止はしてないか？ 異常停止履歴確認

ファンの回転は正常か？ 指令回転数通りで
安定な回転を確認

異常音・異常振動の発生はないか？ 聴覚・目視確認

凍結防止ヒータは作動するか？ 寒冷地仕様で	
外気温3℃以下の場合

凍結防止運転は作動するか？ 内蔵ポンプで	
外気温3℃以下の場合

リモコン・MSVコントローラの設定内
容をお客様に説明・確認したか？ 説明

流量は設定流量に到達したか？ 設定流量
内蔵ポンプの異常停止してないか？ 異常停止履歴確認

水
回
路

最低保有水量以上の水量があるか？
水漏れはないか？ 水漏れ無し

ユニット入口水圧は正常範囲内か？ ポンプレス：1.0MPa/	
ポンプ内蔵：0.7MPa以下

ユニット運転データ

項目 系統 1 系統 2 系統 3 系統 4

水
回
路

入口水温（℃）

出口水温（℃）

水量（m3/h）

冷
媒

高圧圧力（MPa）

低圧圧力（MPa）

圧縮機回転数（rps）

運転電流（A）

吐出管温度（℃）

吸入管温度（℃）

圧縮機ドーム下温度（℃）

吸入過熱度（℃）

風
廻
り

外気温（℃）

外ファン回転数 (min-1）
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4.3　保守点検

　4.3.1　水熱交換器の洗浄
◦���本製品では、水熱交換器にブレージングプレート式熱交換器を採用しています。プレートは
ステンレス製で銅ロウを使用しています。
◦���プレート式熱交換器は、水質によるスケールや微小な異物（ストレーナメッシュサイズ以下）
が経路内に付着・堆積し、経年的に進行した場合、性能低下や流量低下、それに伴う凍結破
損に至る場合があります。特にリニューアル（熱源機のみを入れ替え）の場合は進行が加速
する場合があります。
◦���スケール除去のために定期的な薬品洗浄をする必要があります。このために、冷温水配管に
は仕切り弁を設け、仕切弁とユニットとの間には薬品洗浄用の配管接続口を設けてください。
◦��定期的な水質検査を行い、基準値以内（水質ガイドラインJRA-GL-02-1994）であること
を確認してください。
◦��以下の純水の使用は不可です。

電気伝導度：10μS/cm2未満
電気抵抗率：100kΩcm以上

【洗浄周期】
①� 	�定期点検は1年毎に行い、薬品洗浄は5年に1回を目安に実施してください（チリングユ
ニットの保守・点検ガイドライン　JRA）。

②�	 �水質基準を満たしていない場合は、水質改善を行い、併せて1年に1回を目安に薬品洗
浄を実施してください。

【洗浄方法】
弊社サービス部門または、販売店、サービス店にご相談ください。
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　4.3.2　保守点検ガイドライン
（1）�ユニットを長年に渡って安定して使用頂くためには、常に機器の状態を良好に保つことが

重要になります。次ページ以降に標準的な点検部品とチェックポントと保全周期を示しま
すので、保全の際の参考としてください。

（2）�保全周期は機器の使用条件（含保全）により左右されるために、一概に何年とするのには
難しい面があります。

	   保全周期は「保証期間」を示しているものではありませんので注意してください。
	   下記は、以下の使用条件の場合です。
		  ①	頻繁な発停のない､ 通常のご使用状態であること。
		  ②	�製品の運転時間は10時間／日、2,500時間／年と仮定しています。
　　　�　�		  �また､ 下記の項目に適合する場合には、「保全周期」および「交換周期」の短縮を

考慮する必要があります。
　　	 a.	温度・湿度の高い場所あるいはその変化の激しい場所で使用する場合。
　　	 b.	電源（電圧、周波数、波形歪みなど）や負荷変動が大きい場所で使用する場合。
　　	 c.	振動、衝撃が多い場所に設置して使用する場合。
　　	 d.�	 �塵埃、塩分、亜硫酸ガス及び硫化水素などの有害ガス・オイルミストなど良くな

い雰囲気で使用する場合。
	 �尚、長年に渡って安心して使用するためには、メンテナンス契約を結び専門家による定期点
検が必要であることを付記します。

	 メンテナンス内容については、メンテナンス業者と相談しください。
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　4.3.3　定期点検
●�チリングユニットの正常な運転を継続して行うために、次に掲げる点検を定期的に実施し記録してくださ
い。
　�ただし、保全周期はチリングユニットの一般的な使用状態での値を示しています。
     ※運転時間＝ 2500時間 /年としています。

●点検には作動確認など通電状態で行う作業があるため、感電に注意して実施してください。

■ユニットの点検

品名
定期点検 予防保全

点検内容 点検基準 点検周期 保全内容 保全周期
圧縮機 絶縁抵抗 １MΩ以上 毎年 交換or修理 20,000時間

運転電流 基準値内のこと 毎月
ファン 外観 傷、異音などなきこと 毎年 交換or修理 10年
ファン電動機 絶縁抵抗 １MΩ以上 毎年 交換or修理 20,000時間
空気側熱交換器 外観 目詰まりなどなきこと 毎年 洗浄or交換or修理 5年
水側熱交換器 水質管理 JRA基準値内のこと 毎年 洗浄or交換 5年
電子膨張弁 作動確認 作動不良、変形などなきこと 毎年 交換or修理 20,000時間
高圧圧力開閉器 作動確認 4.15MPaで作業のこと 毎年 交換 25,000時間
電磁弁 絶縁 １MΩ以上 毎年 交換or修理 20,000時間

作動確認 作動不良なきこと 毎月
電磁開閉器 目視 作動不良、変形などなきこと 毎年 交換 25,000時間
クランクケースヒータ 絶縁 １MΩ以上 毎年 交換or修理 8年

作動確認 停止中に作動すること 毎月
プリント基板類 目視 ゴミの付着なきこと 毎年 清掃 25,000時間

作動確認 作動不良なきこと 交換or修理
端子部の緩みなどなきこと 増締め

インバータ 目視 コンデンサの脹らみ、ヒビ、変色、
液漏れなどなきこと

毎年 交換 25,000時間

温度センサ 抵抗値 規定抵抗値のこと 毎年 交換or修理 5年
目視 変形などなきこと

圧力センサ 抵抗値 規定抵抗値のこと 毎年 交換or修理 5年
目視 変形などなきこと

構造部品 目視 著しい錆の発生なきこと 毎年 洗浄or交換or塗装 8年
冷媒系統 目視 漏れ、異常音なきこと 毎年 交換or修理 20,000時間
冷温水系統 目視 ストレーナなどの詰まりなきこと 毎年 清掃or交換or修理 5年
注）	１.	�予防保全とは、機器使用中の故障を未然に防止し機器を使用可能状態に維持するために計画的に行う部品交換、オーバーホー

ル、調整、検査などをいいます。
	 ２.	�定期点検は、お買い上げの販売店を通じて専門のサービスマンに依頼してください。
	 ３.	下記に該当する場合や仕様範囲外で使用された場合には、保全周期を短くする必要があります。
　　		  �温湿度の変動が激しい、電源変動（電圧・周波数・波形歪み）が大きい、頻繁な発停がある、運転時間が長い、ホコリ、塩

分、オイルミストなどの雰囲気中にある、振動や衝撃がある場所にある。
	 ４.	「インバータ」にはポンプ用インバータを含みます。
	 ５.	通電中に点検を行う場合は、感電に注意してください。
	 ６.	ねじ端子のある主回路部品は端子ねじにゆるみがないか確認してください。
	 ７.	電源端子台と設置面を500Vメガーで測って1MΩ以上であることを確認してください。
　　		  �据付直後、もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合には、圧縮機内に冷媒が溜まることにより、電源端子と接地端

子の絶縁抵抗が1MΩ近くまで低下することがあります。
　　　	 �絶縁抵抗が1MΩに近い場合は、元電源を入れてクランクケースヒータを6時間以上通電することにより、圧縮機内の冷媒が

蒸発しますので絶縁抵抗は上昇します。
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　4.3.4　保守点検と保全周期について

■ポンプの点検	 	 	 	
　●ポンプの点検を行ってください。				  
		  　�ポンプを長期にわたり安心してお使いいただくためには定期点検および消耗部品の交換が定期的に必

要です。				 
		  　使用条件により点検修理間隔は異なりますが、下表を目安に行ってください。			 
		  　（１日 10時間運転の場合を想定しています。）				  
		  　※ポンプレス機種については、現地据付ポンプの点検を行ってください。			 
	

品名
定期点検 予防保全

点検内容 点検基準 点検周期 保全内容

ポンプ電動機 絶縁抵抗 １MΩ以上 毎年 　交換

メカニカルシール 目視 水漏れなきこと 毎年 ◎交換

ボールベアリング 運転音 異音なきこと ３年 ◎交換

ライナーリング 運転状態 吐出量が低下し実用上問題になった時 ３年 ◎交換

羽車 運転状態 吐出量が低下し実用上問題になった時 ６年 　交換

ケーシング 外観 腐蝕、摩耗などの損傷なきこと ６年 　交換

丸ゴムパッキン ー 分解都度 ー ◎交換

水切りつば ー 分解都度 ー ◎交換

注）	 １．◎は消耗品です。特にメカニカルシールは予備品を備えてください。				  
		  交換で◎の記載がない場合は、毎年交換の必要はありません。				  
		  故障時の場合のみ交換を行ってください。				  
	 ２．通電中に点検を行う場合は、感電に注意してください。
				  
	 ●ポンプを日常および定期点検してください。				  
		  ユニットからの水漏れ、異音がある場合、ポンプのメンテナンスが必要な場合もあります。		
					   
■水系統の点検　――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
	 ●水用ストレーナを点検・清掃してください。				  
		  ストレーナが詰まっている場合は水量不足となり、水側熱交換器の凍結事故につながります。

	 ●冷温水配管系統内に空気の混入がないか点検してください。				  
		  最初に空気抜き運転をしていても、空気がシステム内に混入する場合があります。			 
			   適宜空気抜きをしてください。	

	 ●水の状態を調査してください。				  
		  空気抜き弁をゆるめ、水抜きプラグから水を排出してください。				  
		  汚れた水は、冷凍能力低下、水側熱交換器や水配管の腐食の原因となります。

	 ●冷温水流量を管理してください。				  
		  �冷温水流量不足は水側熱交換器の凍結事故につながります。ストレーナ詰まり、エアかみ、循環ポンプ

不良による流量減少がないかを、水側熱交換器出入口の温度差あるいは圧力差の測定により点検してく
ださい。

		  流量が減少している場合は、運転を中止し原因を取除いた後、運転を再開してください。
			 

4.3.4.1　定期点検
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■空気側熱交換器・ファンの清掃　――――――――――――――――――――――――――――――――
	 ●空気側熱交換器の清掃をしてください。
		  汚れがひどい場合は、能力が低下します。水洗い、または蒸気洗浄してください。
		  �水洗いの際は必ず電源をしゃ断してから行ってください。この時、ファンモータや電気部品に水がかか

らないように注意してください。
		  水洗い後はよく乾かしてからご使用ください。直接手で触れるとケガの原因になります。

	 ●ファンが汚れていたら洗浄してください。
		  洗浄の際は必ず電源をしゃ断してから行ってください。
		  洗浄の際は必ず電源投入されないよう注意喚起などの対処を行ってください。

	 ●異常音が発生していませんか。
		  異常音が発生している場合はお買い上げの販売店にご連絡ください。

■保守契約　――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
	 ●運転状態を専門的に点検できる弊社サービスまたは、販売店と保守契約されることをお勧めします。
		  詳しくは、お買い上げの販売店にご相談ください。

■冷媒について　――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
	 ●本ユニットは、冷媒R32を使用しています。
		  �本ユニットは、フロン排出抑制法の第一種特定製品に指定されており、冷媒をみだりに大気中に放出す

ることを禁じられております。

■冷凍機油について　――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
	 ●本ユニットは、特殊冷凍機油を使用しています。ほかの油を混入しないでください。
		  本機使用冷凍機油　MB75R

■チリングユニットの移設について　―――――――――――――――――――――――――――――――
	 ●チリングユニットを移設する場合は、必ずお買い上げの販売店にご依頼ください。
		  据付に不備があると、感電・火災の原因になります。
	 ●吊り用補助部品がない状態で製品を吊り上げますと、破損するおそれがあります。

■チリングユニットの廃棄について　―――――――――――――――――――――――――――――――
	 ●�チリングユニットを廃棄する場合は、フロン排出抑制法に基づく冷媒の回収、運搬、破壊が義務付けら

れています。お買い上げの販売店にご相談ください。
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コード
統括基板　 故障

モード 点検内容緑 赤 7セグ
メント

E1 連続 点灯 E1 重 統括制御基板-モジュール間伝送不良
E9 連続 M_No E9 重 凍結異常
E10 連続 M_No E10 重 水温入口、出口逆転異常
E13 連続 点灯 E13 重 統括基板アドレス重複, MSVコントロール基板アドレス重複
E14 連続 M_No E14 軽 モジュールとの通信異常
E18 連続 点灯 E18 重 アドレスNo.設定不良
E29 連続 点灯 E29 軽 水回路異常3（高温入水異常）
E31 連続 M_No E31 重 モジュール制御基板アドレス重複　
E32 連続 M_No E32 重 モジュール電源欠相
E36 連続 M_No E36 軽 Td異常（1-Tho-D1/2-Tho-D2）

E36 軽 Td異常（3-Tho-D1/4-Tho-D2）
E37 連続 M_No E37 軽 熱交センサ断線（1-Tho-R1/2-Tho-R2/1-Tho-R3/2-Tho-R4）

E37 軽 熱交センサ断線（3-Tho-R1/4-Tho-R2/3-Tho-R3/4-Tho-R4）
E38 連続 M_No E38 軽 外温センサ断線（Tho-A1/Tho-A2）
E39 連続 M_No E39 軽 Tdセンサ断線（1-Tho-D1/2-Tho-D2）

M_No E39 軽 Tdセンサ断線（3-Tho-D1/4-Tho-D2）
E40 連続 M_No E40 軽 高圧スイッチ動作（1-63H1/2-63H1/3-63H1/4-63H1）
E41 連続 M_No E41 軽 パワトラ過熱（CM1/CM2）

M_No E41 軽 パワトラ過熱（CM3/CM4）
E42 連続 M_No E42 軽 カレントカット（CM1/CM2）

M_No E42 軽 カレントカット（CM3/CM4）
E43 連続 点灯 E43 重 モジュール接続台数設定不良　
E45 連続 M_No E45 軽 インバータ, 室外基板間伝送異常（CM1/CM2）

M_No E45 軽 インバータ, 室外基板間伝送異常（CM3/CM4）
E48 連続 M_No E48 軽 ファンモータ異常（FMO1/FMO2）

M_No E48 軽 ファンモータ異常（FMO3/FMO4）
E49 連続 M_No E49 軽 低圧異常
E50 連続 1回 E50 重 全モジュール停止異常（軽故障によるもの）

3回 E50 重 全モジュール停止異常（バックアップ禁止運転で48時間以上運転した時）
E51 連続 M_No E51 軽 パワトラ過熱（CM1/CM2） 

M_No E51 軽 パワトラ過熱（CM3/CM4） 

E52 連続

1回 E52 重 入口水温センサ下限異常（Pt100）	 （オプション）
2回 E52 重 入口水温センサ上限異常（Pt100）	 （オプション）
3回 E52 重 出口水温センサ下限異常（Pt100）	 （オプション）
4回 E52 重 出口水温センサ上限異常（Pt100）	 （オプション） 
5回 E52 重 マイコン-A/Dコンバータ間通信異常
6回 E52 重 モジュール水温センサ断線（Tho-W1/Tho-W2）

E53 連続 M_No E53 軽 吸入管温度センサ断線（1-Tho-S1/2-Tho-S2/3-Tho-S1/4-Tho-S2）
E54 連続 M_No E54 軽 低圧圧力センサ断線（PSL）, 低圧センサ出力異常

M_No E54 軽 高圧圧力センサ断線（PSH）, 高圧センサ出力異常
E55 連続 M_No E55 軽 ドーム下温度センサ断線（1-Tho-C1/2-Tho-C2）

M_No E55 軽 ドーム下温度センサ断線（3-Tho-C1/4-Tho-C2）
E56 連続 M_No E56 軽 パワトラ温度センサ断線（1-Tho-P1/2-Tho-P2）

M_No E56 軽 パワトラ温度センサ断線（3-Tho-P1/4-Tho-P2）
E57 連続 M_No E57 軽 冷媒回路異常　
E58 連続 M_No E58 軽 圧縮機脱調異常（CM1/CM2）

M_No E58 軽 圧縮機脱調異常（CM3/CM4）
E59 連続 M_No E59 軽 圧縮機起動異常（CM1/CM2）

M_No E59 軽 圧縮機起動異常（CM3/CM4）
E61 連続 点灯 E61 重 統括基板-上位機器間の伝送異常
E63 連続 M_No E63 軽 緊急停止異常（モジュールに対する外部入力による異常停止）

E64 連続
1回 E64 重 水回路異常1（ポンプINV異常）
2回 E64 重 水回路異常1（ポンプインターロック異常）	（オプション）
3回 E64 重 水回路異常1（フロースイッチ異常）	 （オプション）
4回 E64 重 水圧センサ断線, 出力異常（1-PSW/2-PSW）

E80 連続
1回

E80 重
水回路異常2（流量低異常1）

2回 水回路異常2（流量低異常2）
3回 水回路異常2（流量過大異常）

E84 連続 点灯 E84 重 緊急停止異常（統括基板に対する外部入力による異常停止）
E85 連続 M_No E85 軽 アクティブフィルタ異常
E87 連続 点灯 E87 軽 モジュールメイン基板-CPU間通信異常
E88 連続 1～7回 E88 重 アナログ入力（CnTD-in1～7）の断線	 （SW12-4がONの時）
E88 連続 点灯 E88 重 外部流量計, 差圧計のアナログ入力断線	 �（SW12-4の状態によらず7セグメント�

　P25=1or2の時）
※1　�7セグメントLEDの表示は重故障→軽故障の順に優先表示されます｡重故障，軽故障の中でも番号の小さなもの→大きなものの順で優先表示されます。�

但し，赤点滅部分は番号の大きいものが優先表示されます｡
※ 2　赤 LEDの ｢M_No｣ は異常発生モジュールのモジュールアドレス分，点滅します。
※ 3　異常発生しているモジュールのアドレスは若い順に詰めて点滅回数で表示されます｡
※ 4　7セグメント表示には異常コードと異常発生モジュールのアドレスが交互に表示されます｡
※ 5　統括制御基板の異常表示で異常発生モジュールを確認して，各モジュールの異常を確認してください｡
※ 6　重故障が発生した場合，ユニットは停止します。軽故障が発生した場合には片側モジュールで継続運転します。

4.4　MSV（統括基板）エラーコード表
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MSV（統括基板）設定無効表示（oPE コード）
番号 7セグメント表示 内容 概要 ユニット停止 リセット要否

oPE1 oP1 ユニット内の通信未確定

電源投入後 5分以内に 2モジュールとも通信で
きない状態。
モジュールのアドレス設定と通信線を確認して
ください。

停止 必要なし

oPE3 oP3 起動保護停止中
モジュールがドーム下過熱度による圧縮機起動
禁止状態。
45分後に解除されます。

停止 必要なし

oPE4 oP4 モジュールアドレス確認中
電源投入時 1モジュールのアドレスが確立し，
もう一台のモジュールのアドレスが確立するま
での間に表示します。

停止 必要なし

oPE5 oP5 水ポンプ試運転・
水温補正未完了

水ポンプ試運転操作による水温補正が未完了の
ままでユニット試運転または運転を使用した場
合に表示。
水ポンプ試運転を実施してください。

停止 必要なし

oPE6 oP6 通信異常回復待ち 上位機器との通信が 2分間連続通信不能となり，
30分後に E61の重故障表示するまでの間の表示 停止 必要なし

oPE7 oP7 モジュールの機種設定不良 いずれかのモジュールの機種設定不良 停止 必要

oPE8 oP8 使用範囲外 加熱運転時に入口水温が使用範囲を越えている
場合に表示

該当モジュール
のみ停止
停止

必要なし
必要なし

oPE9 oP9 アクティブフィルタ故障 いずれかのモジュールのアクティブフィルタ故障 該当モジュール
のみ停止 必要なし

oPEC oPC 水温センサ異常 水温補正制御で、水温センサ不良等の原因のた
め、水温補正値が 1.5℃以上の場合。 停止

必要
7セグメント
P27を 0でリ
セット，リセッ
ト後，P27を
1にしてくだ
さい。
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MSV（モジュール基板）エラーコード表
ユニット統括基板

点検表示
モジュール基板（LED）

点検（異常）内容
緑 赤 7セグメント表示

E09 連続 1回 E09 凍結異常
E10 連続 1回 E10 水温入口、出口逆転異常

E31 連続 1回 E31
ﾒｲﾝ基板アドレス№重複 
ﾒｲﾝ基板アドレス設定不良

E32 連続 1回 E32
電源欠相 
電源逆相（輸出３相４線式のみ）

E36 連続
1回 E36-1 Td異常（1-Tho-D1）
2回 E36-2 Td異常（2-Tho-D2）

E37 連続

1回 E37-1 熱交センサ1断線（1-Tho-R1）
2回 E37-2 熱交センサ2断線（2-Tho-R2）
3回 E37-3 熱交センサ3断線（1-Tho-R3）
4回 E37-4 熱交センサ4断線（2-Tho-R4）

E38 連続 1回 E38 外温センサ断線（Tho-A1）

E39 連続

1回 E39-1 Tdセンサ1断線（1-Tho-D1）
2回 E39-2 Tdセンサ2断線（2-Tho-D2）
3回 E39-3 水熱交冷媒ガスセンサ1断線（1-Tho-GG）
4回 E39-4 水熱交冷媒ガスセンサ2断線（2-Tho-GG）
5回 E39-5 水熱交冷媒液センサ3断線（1-Tho-GL）
6回 E39-6 水熱交冷媒液センサ4断線（2-Tho-GL）

E40 連続
1回 E40 高圧スイッチ動作（1-63H1／2-63H1）
1回 E40-1 高圧異常（CM1）
2回 E40-2 高圧異常（CM2）

E41 連続
1回 E41-1 パワトラ過熱（CM1）（1時間に5回）
2回 E41-2 パワトラ過熱（CM2）（1時間に5回）

E42 連続
1回 E42-1 カレントカット（CM1）
2回 E42-2 カレントカット（CM2）

E45 連続
1回 E45-1 インバータ、室外基板間伝送異常（CM1）
2回 E45-2 インバータ、室外基板間伝送異常（CM2）

E48 連続
1回 E48100～E48120 FMO1異常
2回 E48200～E48220 FMO2異常

E49 連続
1回 E49-1 低圧異常（1-PSL）
2回 E49-2 低圧異常（2-PSL）

E51 連続
1回 E51-1 パワトラ過熱（CM1）（15分連続）
2回 E51-2 パワトラ過熱（CM2）（15分連続）

E52 連続
1回 E52-1 入口水温センサ断線（1-Tho-WI）
2回 E52-2 出口水温センサ断線（1-Tho-WO）

E53 連続
1回 E53-1 吸入管温度センサ断線（1-Tho-S1）
2回 E53-2 吸入管温度センサ断線（2-Tho-S2）

E54 連続

1回 E54-1 低圧圧力センサ1断線,出力異常（1-PSL）
2回 E54-2 低圧圧力センサ2断線,出力異常（2-PSL）
3回 E54-3 高圧圧力センサ1断線,出力異常（1-PSH）
4回 E54-4 高圧圧力センサ2断線,出力異常（2-PSH）

E55 連続
1回 E55-1 ドーム下温度センサ1断線（1-Tho-C1）
2回 E55-2 ドーム下温度センサ2断線（2-Tho-C2）

E56 連続

1回 E56-1 パワトラ温度センサ1断線（1-Tho-P1）
2回 E56-2 パワトラ温度センサ2断線（2-Tho-P2）
3回 E56-3 パワトラ温度センサ3断線（Tho-P3）
4回 E56-4 パワトラ温度センサ4断線（Tho-P4）

E57 連続
1回 E57-1 冷媒回路異常（CM1）
2回 E57-2 冷媒回路異常（CM2）

E58 連続
1回 E58-1 圧縮機脱調異常（CM1）
2回 E58-2 圧縮機脱調異常（CM2）

E59 連続
1回 E59-1 圧縮機起動異常（CM1）
2回 E59-2 圧縮機起動異常（CM2）

E64 連続
1回 E64-1 入口水圧センサ断線,出力異常（1-PSW）
2回 E64-2 出口水圧センサ断線,出力異常（2-PSW）

E84 連続 1回 E84 緊急停止異常
E85 連続 1回 E85 AF異常故障（軽故障：３回検知）
E86 連続 1回 E86 AF異常故障（軽故障：1回検知）
E87 連続 1回 E87 制御基板間CPU通信異常
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統括基板　7セグメント　データ表示
コードNo. データ表示内容 データ計算方法 データ表示範囲 最小単位 初期値 備考

C00 異常点検リセット － 0,1 － 0
0：通常，1：リセット
※リセット後は値を0に自動的に戻る。

C02
ユニット冷却運転時間 C02+C03x1000 0～999 1時間 0 ユニット単位での積算冷却運転時間

C03
C04

ユニット加熱運転時間 C04+C05x1000 0～999 1時間 0 ユニット単位での積算加熱運転時間
C05
C06

ユニットデフロスト運転時間 C06+C07x1000 0～999 1時間 0
ユニット単位での積算デフロスト運転時間
（※デフロストは1モジュール毎に実施）C07

C08
モジュール1冷却運転時間#1 C08+C09x1000 0～999 1時間 0 モジュール1の圧縮機1台での積算冷却運転時間

C09
C10

モジュール1冷却運転時間#2 C10+C11x1000 0～999 1時間 0
モジュール1の圧縮機2台（80Hz以下）での積算冷却
運転時間C11

C12
モジュール1冷却運転時間#3 C12+C13x1000 0～999 1時間 0

モジュール1の圧縮機2台（80Hz以上）での積算冷却
運転時間C13

C14
モジュール1加熱運転時間#1 C14+C15x1000 0～999 1時間 0 モジュール1の圧縮機1台での積算加熱運転時間

C15
C16

モジュール1加熱運転時間#2 C16+C17x1000 0～999 1時間 0
モジュール1の圧縮機2台（80Hz以下）での積算加熱
運転時間C17

C18
モジュール1加熱運転時間#3 C18+C19x1000 0～999 1時間 0

モジュール1の圧縮機2台（80Hz以上）での積算加熱
運転時間C19

C20
モジュール1デフロスト運転時間 C20+C21x1000 0～999 1時間 0 モジュール1の積算デフロスト運転時間

C21
C22

モジュール2冷却運転時間#1 C22+C23x1000 0～999 1時間 0 モジュール2の圧縮機1台での積算冷却運転時間
C23
C24

モジュール2冷却運転時間#2 C24+C25x1000 0～999 1時間 0
モジュール2の圧縮機2台（80Hz以下）での積算冷却運
転時間C25

C26
モジュール2冷却運転時間#3 C26+C27x1000 0～999 1時間 0

モジュール2の圧縮機2台（80Hz以上）での積算冷却
運転時間C27

C28
モジュール2加熱運転時間#1 C28+C29x1000 0～999 1時間 0 モジュール2の圧縮機1台での積算加熱運転時間

C29
C30

モジュール2加熱運転時間#2 C30+C31x1000 0～999 1時間 0
モジュール2の圧縮機2台（80Hz以下）での積算加熱運
転時間C31

C32
モジュール2加熱運転時間#3 C32+C33x1000 0～999 1時間 0

モジュール2の圧縮機2台（80Hz以上）での積算加熱
運転時間C33

C34
モジュール2デフロスト運転時間 C34+C35x1000 0～999 1時間 0 モジュール2の積算デフロスト運転時間

C35
C78

モジュール1デフロスト回数 C78+C79x1000 0～999 1回 0 モジュール1の積算デフロスト回数
C79
C80

モジュール2デフロスト回数 C80+C81x1000 0～999 1回 0 モジュール2の積算デフロスト回数
C81
C88 ユニット入口水温補正値 － -3.00～3.00 0.01℃ 0
C89 ユニット出口水温補正値 － -3.00～3.00 0.01℃ 0
C90 モジュール１の入口水温補正値 － -3.00～3.00 0.01℃ 0 ユニット統括（水ポンプ試運転等）で実施した水温補正値
C91 モジュール１の出口水温補正値 － -3.00～3.00 0.01℃ 0 ユニット統括（水ポンプ試運転等）で実施した水温補正値
C92 モジュール２の入口水温補正値 － -3.00～3.00 0.01℃ 0 ユニット統括（水ポンプ試運転等）で実施した水温補正値
C93 モジュール２の出口水温補正値 － -3.00～3.00 0.01℃ 0 ユニット統括（水ポンプ試運転等）で実施した水温補正値
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MSVリモコン MSVコントローラ
（内蔵設置）事務所内

MSVリモコンでかんたん制御。MSVコントローラで省エネ制御。

最大   台20

Smart Voxcelモジュール基板　7セグメント　データ表示
コードNo. データ表示内容 データ表示範囲 最小単位 備考

C00 CM1/CM3運転周波数 0～130 1Hz
C01 CM2/CM4運転周波数 0～130 1Hz
C02 Tho-A1/A2外気温度 L,-35～100 1℃
C03 1/3-Tho-R1熱交温度1 L，-40～100 1℃
C04 2/4-Tho-R2熱交温度2 L，-40～100 1℃
C05 1/3-Tho-R3熱交温度３ L，-40～100 1℃
C06 2/4-Tho-R4熱交温度４ L，-40～100 1℃
C07 1/3-Tho-D1吐出管温度（CM1/CM3） L，-30～150 1℃
C08 2/4-Tho-D2吐出管温度（CM2/CM4） L，-30～150 1℃
C09 1/3-Tho-C1ﾄﾞｰﾑ下温度(CM1/CM3) L，-40～100 1℃
C10 2/4-Tho-C2ﾄﾞｰﾑ下温度(CM2/CM4) L，-40～100 1℃
C11 1/3-Tho-P1ﾊﾟﾜﾄﾗ温度(CM1/CM3) L，-20～120 1℃
C12 2/4-Tho-P2ﾊﾟﾜﾄﾗ温度(CM2/CM4) L，-20～120 1℃
C13 1/3-Tho-S1吸入管温度(CM1/CM3) L，-40～100 1℃
C14 2/4-Tho-S2吸入管温度(CM2/CM4) L，-40～100 1℃
C15 1/3-Tho-WIガスクーラ水温センサ(入口) L，-25～100 1℃
C16 2/4-Tho-WOガスクーラ水温センサ(出口) L，-25～100 1℃
C21 1/3-Tho-GL水熱交（CM1/CM3）入口冷媒温度センサ1 L，-30～150 1℃
C22 1/3-Tho-GG水熱交（CM1/CM3）出口冷媒温度センサ３ L，-40～100 1℃
C23 2/4-Tho-GL水熱交（CM2/CM4）入口冷媒温度センサ2 L，-30～150 1℃
C24 2/4-Tho-GG水熱交（CM2/CM4）出口冷媒温度センサ４ L，-40～100 1℃
C30 圧縮機積算運転時間（CM1/CM3） 0～999 (※1) 1（1000H） 最大199000H
C31 圧縮機積算運転時間（CM2/CM4） 0～999 (※1) 1（1000H） 最大199000H
C32 前回メンテナンスからのCM1/CM3積算運転時間 0～65535 1H データ６桁表示（※４）
C33 前回メンテナンスからのCM2/CM4積算運転時間 0～65535 1H データ６桁表示（※４）
C38 CT1（CM1/CM3）電流 1Ａ
C39 CT2（CM2/CM4）電流 1Ａ
C40 ｲンバータ2次電流1(CM1/CM3) 0～127 1Ａ
C41 ｲンバータ2次電流2(CM2/CM4) 0～127 1Ａ
C42 高圧圧力センサPSH1(CM1/CM3) 0～4.15 0.01MPa
C43 高圧圧力センサPSH2(CM2/CM4) 0～4.15 0.01MPa
C44 低圧圧力センサPSL1(CM1/CM3) 0～1.70 0.01MPa
C45 低圧圧力センサPSL2(CM2/CM4) 0～1.70 0.01MPa
C46 水圧圧力センサ入口PSW1(モジュール1のみ） 0～1.0 0.01MPa
C47 水圧圧力センサ出口PSW2（モジュール2のみ） 0～1.0 0.01MPa
C48 吸入過熱度(CM1/CM3)　　LP基準 0～50 0.1deg
C49 吸入過熱度(CM2/CM4)　　LP基準 0～50 0.1deg
C50 FM01/FMO3実回転数 0～999　（※2） 1（10min-1）
C51 FM02/FMO4実回転数 0～999　（※2） 1（10min-1）
C53 EEVH1/EEVH3開度 0～3000 1パルス データ６桁表示
C54 EEVH2/EEVH4開度 0～3000 1パルス データ６桁表示
C55 EEVC1/EEVC3開度 0～3000 1パルス データ６桁表示
C56 EEVC2/EEVC4開度 0～3000 1パルス データ６桁表示
C57 EEV1/EEV3開度 0～3000 1パルス データ６桁表示
C58 EEV2/EEV4開度 0～3000 1パルス データ６桁表示
C60 圧力スｲッチ外部入力 0,1　(0：OFF，1：ON) − 100位：1,2-63H1／3,4-63H1　10位：-　1位：- 0：開放，1：短絡
C62 外部出力(AF,運転,異常) 0,1　(0：開放，1：短絡) − 100位：AF軽故障　10位：運転出力(CnH)　1位：異常出力(CnY)
C64 リレー出力（ヒータ） 0,1　(0：OFF，1：ON) − 100位：クランクケースヒータ1/3　10位：クランクケースヒータ2/4　1位：ドレンパンヒータ1/2 0：開放，1：短絡
C65 リレー出力（四方弁） 0,1　(0：OFF，1：ON) − 100位：20S1/3　10位：20S2/4　1位：- 0：開放，1：短絡
C66 リレー出力（コントロール冷却ファン） 0,1　(0：OFF，1：ON) − 100位：冷却ファン1/3　10位：冷却ファン2/4　1位：- 0：開放，1：短絡
C67 リレー出力（52X-1,2） 0,1　(0：OFF，1：ON) − 100位：52X1-1,2/3-1,2　10位：52X2-1,2/4-1,2　1位：- 0：開放，1：短絡
C68 リレー出力（油戻し電磁弁） 0,1　(0：OFF，1：ON) − 100位：SV-oil1/2　10位：SV-oil2/4　1位：- 0：開放，1：短絡
C69 リレー出力（ホットガス電磁弁1/3） 0,1　(0：OFF，1：ON) − 100位：-　10位：-　1位：SVHOT1/3 0：開放，1：短絡
C70 リレー出力（ホットガス電磁弁2/4） 0,1　(0：OFF，1：ON) − 100位：-　10位：-　1位：SVHOT2/4 0：開放，1：短絡
C71 積算カウンタ・カレントカット(CM1/CM3) 0～255 1 ※5
C72 積算カウンタ・カレントカット(CM2/CM4) 0～255 1 ※5
C73 積算カウンタ・パワトラ1/3過熱 0～255 1 ※5
C74 積算カウンタ・パワトラ2/4過熱 0～255 1 ※5
C75 積算カウンタ・コンプ1/3起動不良 0～255 1 ※5
C76 積算カウンタ・コンプ2/4起動不良 0～255 1 ※5
C77 積算カウンタ・ｲンバータ1/3脱調異常 0～255 1 ※5
C78 積算カウンタ・ｲンバータ2/4脱調異常 0～255 1 ※5
C79 積算カウンタ・ｲンバータ1/3通信異常 0～255 1 ※5
C80 積算カウンタ・ｲンバータ2/4通信異常 0～255 1 ※5
C81 積算カウンタ・FMO1/3異常停止 0～255 1 ※5
C82 積算カウンタ・FMO2/4異常停止 0～255 1 ※5
C83 積算カウンタ・サブCPU通信異常 0～255 1 ※5
C84 積算カウンタ・室外CPUﾘｾｯﾄ 0～255 1 ※5
C86 制御ステータス 0～127 1 ※6
C87 保護制御ステータス 0～127 1 ※7
C88 圧縮機停止要因 0～127 1 直近の圧縮機停止時の要因　※8
C89 圧縮機停止要因経過時間 0～255 1 直近の圧縮機停止要因発生からの時間　※8
C90 保護制御要因1 0～127 1

保護制御の中で過去10回の発生頻度1位(C90)，2位(C91)，3位(C92)の保護制御番号を表示（番号はC87と
同じ）。

C91 保護制御要因2 0～127 1
C92 保護制御要因3 0～127 1
C93 圧縮機異常検知要因1 0～127 1

圧縮機停止要因の中で，過去10回の発生頻度1位(C93)，2位(C94)，3位(C95)の圧縮機停止要因番号を表示
（番号はC88と同じ。但し，番号80以上は除外する）。

C94 圧縮機異常検知要因2 0～127 1
C95 圧縮機異常検知要因3 0～127 1
C96 データリセット ※3
C97 プログラム・サブバージョン 0～991 ー 下一桁はOVR版かどうかの表示（1＝OVR）
C98 プログラム・PＯＬバージョン 0.00～9.99 0.01 図形言語バージョン(C79より表示位置変更)

C99 自動送り表示 − -
デｲツプスｲッチSW6-6:OFF 圧縮機積算時間→HP→LPを繰り返し表示する。
デｲツプスｲッチSW6-6:ON C00～C58までを自動送り表示する。

（※ 1）�C30，C31の 7セグメント表示値は1000H/count。データ消去（リセット）可能：SW7を3秒間押すことで消去可能。
（※ 2）�C50，C51の 7セグメント表示値は10min-1/count�
（※ 3）�異常停止前 30分間の運転データの保持内容を消去可能（リセット）。データ保持の場合，「dEL」が表示される。SW7を3秒間押すとRAM上のデータを消去：「-�-�-」が表示（保持されていない場合も含む。）
　　　�リセット操作しないまま通常運転を再開して，再び異常停止した場合は更新されず，最初のデータが保持されたままとなる。
（※ 4）�メンテナンス後にデータを消去（リセット）：SW7を3秒間押すことで消去可能。
（※ 5）�積算上限は255回でそれ以上はカウントストップとなる。SW7を3秒間押すことでデータ消去可能（0リセット）
（※ 6）現在実施中の制御状態（表 1）を示す（複数の場合，番号の大きい制御を優先表示）。
（※ 7）現在実施中の保護制御状態（表 2）を示す（複数の場合，番号の大きい保護制御を優先表示）。
（※ 8）�C88は次の圧縮機停止要因が発生するまで保持する。C89は圧縮機停止要因の発生都度，積算タイマをリセットする。

表 1
制御ステータス 番号

通常制御
停止 0
通常冷却制御 1
通常加熱制御 2

基本制御
デフロスト　 13
デフロスト制御待機フラグ1　 14

特殊制御

デマンド制御 22
静音モード制御 23
能力測定モード制御 24
液バｲパス制御 27
圧縮機希釈保護制御 28

表 2
保護制御ステータス 番号

通常制御 保護制御作動なし 0

保護制御

高圧(HP)保護制御 1
低圧(LP)保護制御 3
吐出管温度(Td)保護制御 4
圧縮比(SCR)保護制御 5
ドーム下温度(Tc)保護制御 6
過電流保護(CS)A制御 7
パワートランジスタ温度(PT)保護制御 8
過電流保護(CS)B制御 9
過電流保護(CS)制御 10
圧縮機希釈保護制御 11
凍結保護制御 17
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MSVリモコン MSVコントローラ
（内蔵設置）事務所内

MSVリモコンでかんたん制御。MSVコントローラで省エネ制御。

最大   台20 MSVコントローラ
（内蔵設置）

MSVリモコンでかんたん制御。MSVコントローラで省エネ制御。

Smart Voxcel
5．MSVコントローラ
5.1　全体システム構成

　⑴　構成

１ユニット

１ユニット
ユニット
統括基板

１ユニット
ユニット
統括基板

ユニット
統括基板 MSV

※左記の
　一番上の
　ユニットに
　内蔵

コントローラ※

最大20台迄接続可能

ＴＴ

１ユニット
ユニット
統括基板

１ユニット
ユニット
統括基板

１ユニット
ユニット
統括基板

水出口水入口

流量計

F



−208−

　⑵　操作部と入出力仕様

　⑶　配線図

　　　MSVコントローラ入出力配線図

MSV
アナログ入力 × ４
アナログ出力 × ３
デジタル入力 × ４
デジタル出力 × ５

アナログ入力
※冷温水流量入力
冷温水差圧入力
デマンド入力
電力入力

※温度設定入力
※冷温水往ﾍｯﾀﾞ圧力入力
※冷温水還ﾍｯﾀﾞ圧力入力
目標流量入力
末端差圧入力

デジタル入力
※外部運転入力
冷温水ポンプインターロック
冷温水ポンプIＮＶエラー入力
外部停止入力

※外部運転モード入力（加熱/冷却）
※デマンド入力
※緊急停止信号入力

静音モード入力
防雪制御外部入力

コントローラには、豊富な入出力を搭載

アナログ出力
冷温水ＩＮＶﾎﾟﾝﾌﾟ出力（2次ﾎﾟﾝﾌﾟ）

※冷温水差圧弁開度出力
出口水温出力
入口水温出力
冷温水流量出力

簡易能力
電力出力

デジタル出力
※運転表示出力
※故障表示出力（重故障）
※故障表示出力（軽故障）
冷温水ポンプ運転出力（2次ﾎﾟﾝﾌﾟ）
発停位置出力（手元/遠方）

※運転モード出力（加熱/冷却）

（簡単操作）

標準装備は簡単な操作部のみ
運転／停止切換は上下のトグルスイッチ

運転モード切換は上下のトグルスイッチ
　運転⇔停止

　冷却⇔加熱
遠方／手元切換は上下のトグルスイッチ
　遠方⇔手元

下記入出力
より選択

※印：出荷時設定で使用可。 無印：設定変更することで使用可。

アナログ出力 アナログ入力デジタル入力デジタル出力

MSVMSVコントローラ基板BOXの操作部

各種設定用の
７セグメントデイスプレイ

７セグメントスイッチ

遠方／手元スイッチ

運転モードスイッチ

運転／停止スイッチ

MSV

アナログ入力
※冷温水流量入力

ココMSVコMSVココMSVコMSVココMSVコMSV ントローラにMSV

デジタル
出力

デジタル
入力

測温
抵抗体
（オプション）

アナログ
出力

アナログ
入力

・Mod�Bus�入出力
・iSCT
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01 ユニット

02 ユニット

03 ユニット

04 ユニット

１つのMSVコントローラに

ユニットは

最大20 台接続可能

信号線2

1

MSV
コントローラ

ユニット統括基板のアドレススイッチ
SW1、SW2、SW3、SW4

A-TB4：デジタル出力信号線接続部（強電・弱電）

A-TB3：デジタル出力信号線接続部（弱電）

A-TB2：アナログ出力信号線接続部（弱電）

※端子番号は左から1～14（24）

ユニットとオプションのMSVコントローラ、
エネコンダクタを使用する場合、機械の順
番の数に変更してください。

溝にマイナスドライバを差し込み、矢印を合
わせてください。 

5.2　各種設定

　⑴　アドレス設定＃１

　⑵　ユニット統括基板のアドレス
	 MSVコントローラ接続時、SW1、SW2を 01～ 20に設定
	 MSVコントローラ接続なしの場合、01に設定（出荷時設定）

ユニット統括基板

00は使用しないでください。
〔注意〕

ユニット統括基板のアドレススイッチ

MSVコントローラ
基板

SW1、SW2、SW3、SW4
ユニットとオプションのMSVコントローラ、
エネコンダクタを使用する場合、機械の順
番の数に変更してください。

溝にマイナスドライバーを差し込み、矢印を
合わせてください。 
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　⑸　MSVコントローラの運転方法
	 運転／停止指令
	 　(a) 手元操作の場合
	 　・運転スイッチを「運転」にすると運転開始します。
	 　・運転スイッチを「停止」にすると運転停止します。
	 　(b) 遠方操作の場合
	 　・�手元スイッチを「遠方」にすることで、現地制御盤又は通信（リモコン、

エネコンダクタ）により運転 /停止可能。緊急時停止する場合は運転スイッチを「停止」にすると運
転停止します。

	 運転モード切換（冷却／加熱）指令
	 　(a) 手元操作の場合
	 　・運転モード切換スイッチを「冷却」にすると冷却運転モードになります。
	 　・運転モード切換スイッチを「加熱」にすると加熱運転モードになります。
	 　(b) 遠方操作の場合
	 　・�運転スイッチを「遠方」にすることで、現地制御盤又は通信（リモコン、エネコンダクタ）により加

熱／冷却切換可能です。

　⑶　MSVコントローラの運転／停止指令
	 MSVコントローラの運転／停止は下記３つの方法が選択可能
	 　① 手元	 MSVコントローラに付属した手元スイッチで運転／停止
	 　② 遠方＃１ 	 外部接点入力で運転／停止
		  （現地制御盤から運転／停止）
	 　③ 遠方＃２ 	 通信（リモコン、エネコンダクタ）で運転／停止

リモコン以外で運転／停止指令をする場合、リモコン接続しているとリモコンの TOP画
面に 集中管理中 が表示されます。リモコンは操作できませんが、運転モードと設定温度
がリモコン画面上で確認できます。

　⑷　MSVコントローラの運転モード切換
	 MSVコントローラの運転モード切換は下記３つの方法が選択可能
	 　① 手元	 MSVコントローラ付属の手元スイッチで冷却／加熱
	 　② 遠方＃１ 	 外部接点入力で冷却／加熱
		  （現地制御盤から冷却／加熱）
	 　③ 遠方＃２ 	 通信（リモコン、エネコンダクタ）で冷却／加熱
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　⑹　目標水温設定
	 MSVコントローラの目標水温設定は下記３つの方法が選択可能
	 　① 手元	 MSVコントローラ付属の７セグメントから直接入力
	 　② 遠方＃１ 	 外部アナログ入力で設定
		  （現地制御盤から入力）
	 　③ 遠方＃２ 	 通信（リモコン、エネコンダクタ）により水温設定

　⑺　目標流量設定
	 MSVコントローラの目標流量は下記 2つの方法が選択可能
	 　① 定流量設定	 MSVコントローラ付属の７セグメントに直接入力
	 　② 遠方＃１ 	 外部アナログ入力
		  （客先 PC等から入力）

外部アナログ入力の場合、予めMSVコントローラ付属の７セグメントで目標流量の設定範囲の
上下限を設定してください。
　アナログ入力　下限　7セグメント　F87で初期値 0m3/h（0〜 999で変更可）
　アナログ入力　上限　7セグメント　F94で初期値 500m3/h（0〜 999で変更可）
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5.3　制御内容

　⑴　各種制御対応表

No 項目 ユニット制御 MSV コントローラ

1 台数制御

モジュール
○

2モジュールを
最適負荷台数制御

×

ユニット －
○

最大 20台迄対応可
最適負荷台数制御

2 1次冷温水ポンプ制御
（変流量制御） ○ （○）※

3 2次冷温水ポンプ制御
（変流量制御） × ○

4 冷温水バイパス弁制御 ○ ○

5 運転時間平準化運転
（ローテーション運転）

○
モジュールを運転時間で
ローテーション

○
運転時間で
ローテーション

6 ターボ冷凍機との連結
ターボ冷凍機補機制御 － ○

エネコンダクタ接続で対応可
※ �MSVコントローラからユニットへ目標流量を指示しユニットから冷温水ポンプ用インバータを制御する
ことができます。



−213−

　⑵　システム図

図 1
単式ポンプシステム・MSV 複数台
（２次側・１次側定流量）

MSV 内蔵（または外付け）冷温水ポンプにより、
空調設備運転中に冷温水を循環させます。
空調設備運転時は、２次側の負荷によりMSVコン
トローラでMSV の台数制御を行います。MSV 台
数分の冷温水ポンプを定流量で運転するためポンプ
動力が比較的大きくなります。
往・還水温度センサをお客様にて設置願います。

図 2
単式ポンプシステム・MSV 複数台
（２次側変流量・１次側変流量）

MSV 内蔵（または外付け）冷温水ポンプにより、
空調設備運転中に冷温水を循環させます。
空調機廻りは２方弁で必要な冷温水を通水すること
により能力を制御し、MSV側の冷温水との流量差
は往還の差圧が一定になるようにバイパス弁を開い
て調整します。
空調設備運転時は、２次側の負荷によりMSVコン
トローラでMSVの台数制御を行います。流量計を
使用することで空調機側負荷に応じた、台数制御を
することができます。流量計を使用せず、負荷流量
を固定して使用することもできます。
バイパス弁開度が最少となる（バイパス流量が最少
となる）ように冷温水ポンプの回転数を制御してポ
ンプ動力を削減します。
往・還水温度センサ、流量計、差圧計とバイパス弁
をお客様にて設置願います。

冷暖混在システム対応可
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図 3
複式ポンプシステム
（２次側・１次側定流量）

MSV内蔵（または外付け）冷温水ポンプと２次側
を循環させるポンプを設置します。熱源機の台数制
御に従い冷温水ポンプを停止させます。
２次冷温水ポンプは別制御盤（現地設備）により運
転中は一定流量で運転し、空調機廻りは３方弁で能
力を制御します。
MSV廻りと空調機廻りに流量のアンバランスが生
じるため、フリーバイパス配管を設けます。
熱源機停止分の冷温水ポンプ動力が低減されます。
往・還水温度センサをお客様にて設置願います。

図 4
複式ポンプシステム
（２次側・１次側定流量）

MSV内蔵（または外付け）冷温水ポンプと２次側
を循環させるポンプを設置します。
熱源機の台数制御に従い冷温水ポンプを停止させます。
２次冷温水ポンプは空調設備運転中は一定流量で運
転し、空調機廻りは３方弁で能力を制御します。
MSV廻りと空調機廻りに流量のアンバランスが生
じるため、フリーバイパス配管を設けます。
熱源機停止分の冷温水ポンプ動力が低減されます。
往・還水温度センサをお客様にて設置願います。

冷暖混在システム対応可
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図 5
複式ポンプシステム
（２次側変流量・１次側定流量）

MSV内蔵（または外付け）冷温水ポンプと２次側
を循環させるポンプを設置し、熱源機の台数制御に
従い冷温水ポンプを停止させます。
空調機廻りは２方弁制御とし、必要な冷温水のみを
循環させます。
よって、２次冷温水ポンプは冷温水流量により台数
制御を行い、空調機必要流量とのアンバランスは圧
力逃がし弁を吐出圧力が一定となるように制御しま
す。
また、熱源廻りと空調機廻りに流量のアンバランス
が生じるため、フリーバイパス配管を設けます。
熱源機運転台数分の冷温水ポンプと空調機必要流量
分の２次冷温水ポンプ動力となります。
さらに、２次冷温水ポンプの圧力逃がしが最少にな
るようにインバータで変流量制御を行い２次冷温水
ポンプ動力を抑えられます。
往・還水温度センサ、流量計、圧力計と圧力逃がし
弁をお客様にて設置願います。

図 6
複式ポンプシステム
（２次側変流量・１次側変流量）

MSV内蔵（または外付け）冷温水ポンプと２次側
を循環させるポンプを設置し、熱源機の台数制御に
従い冷温水ポンプを停止させます。
空調機廻りは２方弁制御とし、必要な冷温水のみを
循環させます。
よって、２次冷温水ポンプは別制御盤（現地設備）
により運転、台数制御等を行い、空調機必要流量と
のアンバランスは圧力逃がし弁を吐出圧力が一定と
なるように制御します。
また、熱源廻りと空調機廻りに流量のアンバランス
が生じるためフリバイパス配管を設けます。
熱源機運転台数分の冷温水ポンプと空調機必要流量
分の２次冷温水ポンプ動力となります。
別制御盤（現地設備）が２次冷温水ポンプの圧力逃
がしが最少になるようにインバータで変流量制御を
行い、フリーバイパス流量が最少となるように冷温
水ポンプをインバータで変流量制御をおこなう場
合、ポンプ動力は最少に抑えられます。
往・還水温度センサ、流量計、差圧計と圧力逃がし
弁をお客様にて設置願います。
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図 7
複式ポンプシステム
（２次側変流量・１次側変流量）

MSV内蔵（または外付け）冷温水ポンプと２次側
を循環させるポンプを設置し、熱源機の台数制御に
従い冷温水ポンプを停止させます。
空調機廻りは２方弁制御とし、必要な冷温水のみを
循環させます。
よって、２次冷温水ポンプは冷温水流量により台数
制御を行い、空調機必要流量とのアンバランスは圧
力逃がし弁を吐出圧力が一定となるように制御しま
す。
また、熱源廻りと空調機廻りに流量のアンバランス
が生じるため、フリーバイパス配管を設けます。
熱源機運転台数分の冷温水ポンプと空調機必要流量
分の２次冷温水ポンプ動力となります。
さらに、２次冷温水ポンプの圧力逃がしが最少にな
るようにインバータで変流量制御を行い、フリーバ
イパス流量が最少となるように冷温水ポンプをイン
バータで変流量制御をおこなえば、ポンプ動力は最
少に抑えられます。
往・還水温度センサ、流量計、差圧計と圧力逃がし
弁をお客様にて設置願います。
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　　　・設備負荷による台数制御

設備負荷に対し運転中のユニットの合計能力が最適負荷範囲となるように

増減段を行う。

設備負荷に合わせ基本的
には能力がこの範囲になる
よう台数制御を行う。最適負荷（Lo）以下を300秒

継続したら減段する。

運転可能最少負荷（Lo）
を下回ったら強制減段。

最適負荷（Hi）以上
を300秒継続したら
増段する。

運転可能最大負荷
（Hi）を上回ったら強制
増段。

　⑶　MSVコントローラによるユニット台数制御
	 ＜台数制御の方法＞
	 ・設備負荷による台数制御
	 　設備負荷に対し運転中のユニットの合計能力が最適負荷範囲となるように増減段を行う。
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　⑷　その他の制御
	 ＜運転時間平準化制御＞
	 �各ユニットの圧縮機運転時間より決定します。各ユニット内の圧縮機で運転時間の最大値を比較し、運転

時間の一番少ないユニットを優先的に運転する事で運転時間を平準化します。

	 ＜デマンド制御＞
	 �MSVコントローラで監視しているシステム全体の消費電力がデマンド制限値以下になるように下記２種類

の方法で実施、選択でき、各ユニットに一括指示します。
	 ①圧縮機の上限回転数を各ユニットに指示しデマンド制限を実行させる。
	 ②�設定した消費電力を超えないように各ユニットに設定出口温度を調整指示する。（冷却運転の場合は設定

出口温度を上昇、加熱運転の場合は設定温度を下降させます。）

	 ＜静音制御＞
	 �MSVのファンの上限回転数を各ユニットに一括低減指示する事で騒音値を抑制します。（静音制御はファ

ン及び圧縮機の回転数を抑制するものであり騒音値を直接抑制するものではありません。）
	 MSVコントローラの入出力割当の設定変更が必要です。（現地設定）

	 ＜防雪ファン制御＞
	 �冬季停止中のMSVに対し降雪によるファン部への積雪防止のための防雪ファン制御を各ユニットに一括

指示し、外気温度設定値を連続10分以上検出した場合に一定時間毎にファンを運転し雪を吹き飛ばします。

	 < 冷暖混在システム制御>
	 アドレス０１～：冷却、アドレス～ 20：加熱の接続で冷暖混在運転ができます。
	 �冷却の一番最後のアドレスのユニットは水回路を切り替えるために統括基板のCNTD割当て 16をONし

ます。

	 冷暖の境界設定は
	 　・リモコン設定
	 　・MSV2-C の７セグメントH90
	 　・MSV2-C デジタル入力割当て番号 20、21、22のいずれかで設定可能です。
	 < 最大運転ユニット台数制限制御>
	 接続ユニットのうち、バックアップ用として、運転させないことが可能です。
	 運転中のユニットが異常の場合、バックアップ用のユニットが自動的に運転します。
	 < デフロスト時の台数制限制御>
	 接続ユニットのうち、デフロストを許可する台数を設定できます。
	 接続ユニットが同時にデフロストに入ることで水温が低下するのを防止できます。
	 （出荷設定：全台デフロスト許可）
	 < 低負荷時 運転ユニット平準化制御>
	 �低負荷で連続運転する場合、台数変更するきっかけがなく特定のユニットの運転時間が増えるのを防止し

ます。

	 接続台数の 1/3 のユニットが 80時間連続で運転した場合、運転ユニットを変更します。
	 < 水制御 設定値変更制御>
	 �１次バイパス弁制御の目標圧力値や、２次側吐出圧力目標値を現地制御盤から負荷に合わせて目標値を変

更することで、水搬送動力の低減が可能です。
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　⑸　MSVコントローラによる冷温水バイパス弁制御

	 ＜単式ポンプの場合＞
	 �MSVコントローラでは下記の制御が可能です。
	 �往ヘッダと還ヘッダの圧力差（目標差圧は 7セグメントで設定）が一定となるようにバイパス弁の開度を

PID制御します。
	 差圧の計測方法には下記 2通りから選択できます。
	 ①往ヘッダ圧力と還ヘッダ圧力より求める
	 ②差圧計より求める
	 ＜複式ポンプの場合＞
	 �MSVコントローラでは下記の制御が可能です。
	 �複式ポンプシステムにおいては往ヘッダ圧力が設定値（7セグメントにて設定）となるようにバイパス弁（圧

力逃がし弁）を PID制御します。

　⑹　MSV コントローラによる１次ポンプ制御
	 �MSVコントローラより各ユニットへ目標流量を指示し、各ユニットからそれぞれの冷温水ポンプ用イン

バータを制御します。
	 目標流量は下記３項目を考慮して決定します。
	 ①流量制御範囲の規定
	 　各ユニットから通信取得した定格流量、流量範囲より制御範囲を規定
	 ②全体目標流量の設定
	 　設備全体として負荷側への送水が必要な目標流量値を規定
	 　�（７セグメント P26の設定で演算方法は切替え。「設定値」「バイパス流量をゼロ目標に制御」「上位より

目標流量をアナログ又は通信入力」のパターンから選択）
	 ③最適負荷範囲データ
	 　�各ユニットから取得した最適負荷範囲データと負荷側からの熱量需要及び流量需要を照らし合わせユ

ニットCOPが最大となる最適負荷で運転できる流量配分を決定

　⑺　MSV コントローラによる２次ポンプ制御
	 �MSVコントローラより２次側へ適正な圧力・流量の冷温水が供給できるよう２次冷温水ポンプを台数制御

できます。
	 MSVコントローラの入出力割当ての設定変更が必要です。（現地設定）
	 ①最大２台迄接続可能です。
	 ②運転優先順位は各ポンプの運転時間に基づき平準化をはかるよう自動決定します。
	 　�（運転時間はMSVコントローラ基板が各ポンプの運転アンサー時間を積算して記憶）
	
	 　�ポンプ台数制御の増減段は設備流量とポンプ定格流量を比較し、適正流量範囲となるよう制御を実施し

ます。
	 ※冷暖混在システムは未対応です。
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(1）定流量システム
	 単式ポンプシステム（集合ポンプ）
	 �ＭＳＶ2はポンプレス機を採用し、既存等のポンプ１台を使用して冷温水を一定流量で循環させるシステ
ムです。

	 本システムでは、制御に使用する機器は特に不要です。
	 ①�本システムでは、ＭＳＶ２の台数制御は行わず一括

での運転停止となります。
	 ②�各ＭＳＶ２の運転要求信号をOR回路で集約し集合ポ

ンプの動力回路へ入力します。
	 ③�集合ポンプからのインターロック信号を分岐し各Ｍ

ＳＶ２に入力します。
	 定流量システム（単式ポンプ・集合ポンプ）
	 MSV2据付、配管施工の際には以下にご注意ください。
	 注１）�MSV2の圧力損失および配管系の圧力損失の合計がポンプの揚

程以上となるよう確認願います。不足する場合には、必要な揚
程を持つポンプを現地にて設置願います。

5.4　据付

　5.4.1　システム図

空調機

空調機

膨張タンク

最大２０台まで

ＭＳＶ
ポンプ運転要求・
インターロック信号

(2）変流量システム
	 単式ポンプシステム（集合ポンプ・ＭＳＶコントローラ有り）
	 �ＭＳＶ2はポンプレス機を採用し、既存等のポンプ１台を使用して冷温水を循環させ、負荷に応じて流量
を変化させるシステムです。

	 ①本システムでは、ＭＳＶコントローラがＭＳＶの台数制御、バイパス弁制御を行います。
	 ②�往水温度センサ（Ｔ１）、還水温度センサ（Ｔ２）、流量計（Ｆ）より、必要負荷を評価し、ＭＳＶ2の

必要台数を求めます。
	 ③運転するMSV2の入口に設けた電動弁を開き通水します。
	 ④�冷温水ポンプの吐出圧力を一定に保つよう、インバータによる回転数制御または逃がし弁による制御

を行う必要があります。
	 ⑤�差圧計より負荷側差圧が設定値となるようバイパス弁を制御します。
	 変流量システム（単式ポンプ・集合ポンプ）
	 MSV2据付、配管施工の際には以下にご注意ください。
	 注１）�MSV2の圧力損失および配管系の圧力損失の合計がポ

ンプの揚程以上となるよう確認願います。不足する場合
には、必要な揚程を持つポンプを現地にて設置願います。

	 注２）�往水配管および還水配管には温度センサ、流量計、差圧
計を設置し、ＭＳＶコントローラに接続ください。

	 注３）�冷温水ポンプの吐出圧力を一定に保つよう制御を行って
ください。

	 注４）�バイパス弁が全閉となる場合はMSV2とバイパス回路
間の配管にて最小保有水量を確保ください。

空調機

空調機

膨張タンク

ＭＳＶコントローラ

差圧計

バイパス

Ｆ
流量計

還水温度

センサ

Ｔ２Ｔ１

往水温度

センサ

空調機

最大２０台まで
ＭＳＶ

圧力
P2

INV
PIC

●制御に使用する機器
個数
２
１
１
１
ｎ

※流量計、差圧計、バイパス弁、電動弁、圧力計、圧力調節計の電源はお客様にて準備願います。

　ｎ＝MSV2の台数

記号 項目 仕　　様 手配・施工
T1,T2 温度センサ 測温抵抗体(Pt100)

現地手
配・現地
施工

圧力計 瞬時計測が可能なもの

圧力調節計 比例制御が可能なもの

瞬時計測が可能なもの
電流出力(DC4～20mA)P1 差圧計

M1 バイパス弁 電流入力で比例制御が可能
なもの(DC4～20mA)

Ｆ 流量計

インバータ ポンプ容量に適したもの

M2 電動弁 開閉制御が可能なもの

１
１
１

P2
PIC
INV
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(3）冷暖水混在システム
	 ２系統配分システム（冷暖混在システム）
	 �冷水／温水や、直送／蓄熱，低温冷水／高温冷水な
ど供給温度の異なる冷温水２系統に接続し、冷水／
温水などを供給するＭＳＶ２の台数を任意に設定で
きるシステムです。

	 �それぞれの負荷に対し最適な台数が選択でき、各負
荷の最大容量で熱源機の台数を設定する必要がなく
なり熱源設備容量の最適化が図れます。

	 �ＭＳＶ２の冷温水出入口配管を接続した往／還のヘ
ッダー管の両側を冷水／温水系統などに接続し、ヘ
ッダー管の途中に系統仕切弁を設ける方法（ヘッダ
ー管仕切方式）と、冷水／温水系統などの２系統の
ヘッダー管にＭＳＶ２の冷温水出入口配管を分岐し
て接続する方法（接続管分岐方式）があり、本図は
接続配管分岐方式を示します。

	 �接続管分岐方式では、ＭＳＶ２　１台に対し往／還
×２系統＝４個の65Aの系統切替弁または、往／還
＝２個の65A三方切替弁が必要となります。

	 �■接続配管分岐方式（ＭＳＶリモコン，ＭＳＶコントローラ有り）
	 図はＭＳＶリモコンとＭＳＶコントローラを使用した接続配管分岐方式による冷温水混在システムを示します。
	 ①�ＭＳＶリモコンにより、冷温系統の境界機の指定，冷温水各系統の運転／停止，冷温水各系統の温度設定を

タッチ画面による選択やカレンダースケジュール設定で行います。
	 ②�冷温水系統の指定により冷水系統と温水系統に接続するMSV2が指定され、MSV2より系統切替弁の系統

切替信号が出力されますので、それを４個/台の系統仕切弁（M3,M4,M5,M6)または２個/台の三方切替弁
に分岐して配管接続系統を切り替えます。

	 ③�ＭＳＶコントローラでは、各系統のＭＳＶの台数制御，バイパス弁制御を行い、各系統で各ＭＳＶ２の冷温
水流量を決定します。

	 ④�冷温各系統の設定温度，還水温度センサ（T1,T2），流量計（F1,F2）より、必要能力を評価し、各ＭＳＶ
２が最適な運転点で運転できるよう各ＭＳＶ２に負荷を分配します。

	 ⑤�各系統の流量計（F1,F2）より必要流量を各ＭＳＶ２に指示、各ＭＳＶ２にて必要流量となるよう、内蔵ポ
ンプの変流量制御を行ないます。また、各系統のバイパス弁を通る流量が少なくなるように必要流量を決定
し、内蔵ポンプの無駄な消費電力を抑えます。

	 ⑥�各系統の差圧計より負荷側差圧が設定値となるようバイパス弁を制御します。
	 変流量システム（単式ポンプ）
	 ＭＳＶ２据付、配管施工の際には以下にご注意ください。
	 注１）　�ＭＳＶ２内蔵ポンプ使用時には、機外揚程が配管系の圧力損失以上となるよう選定願います。不足する場合には、ポンプレス機

を選定し、必要な揚程を持つポンプを現地にて設置願います。
	 注２）　各系統の還水配管には温度センサ，流量計，差圧計を設置し、ＭＳＶコントローラに接続ください。
	 注３）　各系統のＭＳＶ２とバイパス回路間の配管にて、最小保有水量を確保ください。
	 注４）　�系統切替弁の開閉信号はＭＳＶ２より１信号のみ出力されますので、現地にて往・還×２系統＝４個の系統切替弁または往・還

＝２個の三方切替弁に信号を分岐願います。

空調機

膨張タンク

ＭＳＶコントローラ

冷水差圧制御

Ｆ2
温水流量計

冷水還水温度

センサ

空調機

各系統台数制御

冷水系統差圧弁制御

Ｐ1
冷水差圧計

温水差圧計
Ｐ2

Ｔ2Ｔ１

温水差圧制御

Ｆ1

ＭＳＶ

リモコン

冷水流量計

冷温系統境界機指定

各系統系統運転 停止

各系統温度設定

温水還水

温度センサ

系統切替

弁（出口）

系統切替

弁（入口）

●制御に使用する機器
仕様 手配・施工

測温抵抗体（Pt100）
測温抵抗体（Pt100）

信号入力で開／閉が可能なもの

瞬時計測が可能なもの
電流出力（DC4～20mA）

電流入力で比例制御が可能なもの
（DC4～20mA）

温水流量計

温水還水温度センサ

系統仕切弁 MSV2台
数による

冷水バイパス弁
温水バイパス弁

冷水差圧計

記号 項目 個数

温水差圧計

冷水流量計

冷水還水温度センサT1
T2
F1
F2
P1
P2
M1
M2

M3,M4
M5,M6

1
1
1
1
1
1
1
1
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(5）蓄熱システム
	 蓄熱槽システム（ＭSVリモコン有り）
	 �蓄熱槽を設け、２次側の大きな負荷変動に対応したり、夜間の
効率の良い運転で冷水を貯めて昼間に使用したりする蓄熱槽シ
ステムに対応しています。MSV2内蔵のポンプで冷水を循環
し蓄熱槽の低温側に蓄え、負荷側に配置したポンプで冷水を
供給するシステムです。

	 �①�本システムでは、負荷側ポンプの流量制御、圧力逃がし弁
の弁制御はお客様にて現地で行っていただきます。

	 �②�MSV2はリモコンのスケジュール機能により蓄熱運転を行
う時間帯を設定して運用します。

	 �③�MSV2は出口温度が一定となるように内蔵ポンプの変流量制
御を行いますので、規定より高い温度が還ってきた場合でも
安定した温度で冷水を蓄えることができます。

	 �④�蓄熱槽の戻り温度が既定の温度に達すると、蓄熱完了と判
断するとMSV2はスケジュールで設定された時間内であっ
ても、自動で停止します。

	 �蓄熱槽システム（複式ポンプ）
	 �MSV2据付、配管施工の際には以下にご注意ください。
	 �注１）　�ＭSV2と蓄熱槽および配管にて最小保有水量を確保ください。

(4）他熱源連動システム
	 変流量システム　【他熱源機併用（他熱源機は定流量）】
	 �単式ポンプシステム（ＭＳＶコントローラ有り）
	 MSV2のみでは冷却能力または加熱能力が不足する場合に他熱源機を併用するシステムです。
	 �MSV2内蔵のポンプおよび他熱源機の冷温水ポンプのみにより水を循環させ、負荷に応じて流量を変化させ
ます。

	 ①�本システムでは、ＭSVコントローラがＭSVの台数制御、他熱源機の発停制御およびバイパス弁制御を行	
い、各ＭSVの冷温水流量を決定します。なお、他熱源機の冷温水流量は一定となります。

	 ②�負荷側流量計（F1)と他熱源機流量計（F2)の差を流量演算器（Z）にて求めたMSV2が分担すべき流量と、
往水温度センサ（T1)、還水温度センサ(T2）より、必要負荷を評価し、MSV2のみ，他熱源機のみ，ある
いはMSV2と他熱源機の併用かを判断します。さらに、必要負荷より各MSV2が最適な運転点で運転でき
るよう、負荷を配分します。

	 ③�上記のMSV2が分担すべき流量より必要流量を各ＭSVに指示し、各ＭSVにて、必要流量となるよう、内
蔵ポンプの変流量制御を行います。また、バイパス弁を通る流量が少なくなるように必要流量を決定し、内
蔵ポンプの無駄な消費電力を抑えます。

	 ④差圧計より負荷側差圧が設定値となるようバイパス弁を制御します。
	 変流量システム（単式ポンプ）
	 MSV2据付、配管施工の際には以下にご注意ください。
	 注１）　�MSV2内蔵ポンプ使用時には、機外揚程が配管系の圧力損失以上

となるよう選定願います。不足する場合には、ポンプレス機を選
定し、必要な揚程を持つポンプを現地にて設置願います。

	 注２）　�往水配管および還水配管には温度センサ、差圧計を設置し、
MSVコントローラに接続ください。

	 注３）　�往水配管または還水配管に流量計を設置し、他熱源機の冷温水配
管に設置した流量計との差を演算器で求め、MSVコントローラ
に接続ください。

	 注４）　�他熱源機とその冷温水ポンプの連動やインターロックは現地にて
手配・施工ください。

	 注５）　�ＭSVとバイパス回路間の配管にて最小保有水量を確保ください。

空調機

空調機

膨張タンク

ＭＳＶコントローラ

差圧

バイパス

流量計

還水温度

センサ

Ｔ２Ｔ１

往水温度

センサ

Ｐ

空調機

最大 台まで ＭＳＶ

他熱源機

F

Z
流量演算器

F1

流量計

●制御に使用する機器
個数
２
２
１

１

※流量計、差圧計、バイパス弁、流量演算器の電源はお客様にて準備願います。

流量演算器
電流入力で電流出力が可能
なもの(DC4～20mA)

現地手
配・現地
施工

瞬時計測が可能なもの
電流出力(DC4～20mA)Ｐ 差圧計

Ｍ バイパス弁 電流入力で比例制御が可能
なもの(DC4～20mA)

F1､F2 流量計

記号 項目 仕　　様 手配・施工
T1,T2 温度センサ 測温抵抗体(Pt100)

Z １

空調機

空調機

IN IN

圧力計

Ｆ

流量計

還水温度
センサ
Ｔ２Ｔ１

往水温度

センサ

空調機

最大 台まで

圧力逃がし

P

ＭＳＶ

冷水蓄熱槽 冷水蓄熱槽

圧力



−223−

  5.4.2　MSVコントローラ (MSV2-C/CV) 据付説明書
適用機種：�MSV（S）（C）（1182/1502/1802/2002）（P1/P2/P3/P5）（C）F（V）（W）�

※本製品はMSV2用です。MSVには取付けできません。

MBC012D510 A

●本説明書はMSV2用オプション品MSVコントローラの据付工事について示したものです。MSV2本体につ
いてはMSV2本体付属の据付説明書をご覧ください。

●MSV2本体の据付説明書と本説明書の内容を確認し、確実に作業を行ってください。
●お使いになる方は本書をいつでも確認できるよう、大切に保管してください。移設・修理の場合、工事を
される方にお渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しください。

●本製品は精密機械ですので、落としたり、踏まれたりすると破損する場合があります。お取り扱いには充分
　ご注意ください。
●作業を行う前に、「安全上のご注意」の内容を確認し、安全に注意して作業を行ってください。

●MSVコントローラ据付の前に、「MSV2本体据付説明書の安全上のご注意」をよくお読みの上据付け
てください。

●取付工事はこの「安全上のご注意」をよくお読みの上確実に行ってください。
●ここに示した注意事項は「警告」「注意」に区分していますが、誤った取付をした場合に死亡や重傷
等の重大な結果に結びつく可能性が大きいものを特に「警告」の欄にまとめて記載しています。しか
し、｢注意｣の欄に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。いず
れも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

警告
●取付はお買い上げの販売店または専門業者に依頼する。ご自分で取付工事をされ不備があると、感電、
火災の原因になります。
●取付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。取付に不備があると、感電、火災の原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品及び指定の部品を使用する。指定の部品を使用しないと、感電、火災の原
　因になります。
●電気工事は、電気工事士の資格のある方が「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」及び据付説
明書に従って施工してください。施工に不備があると感電、火災の原因になります。

●配線は、所定の電線を使用して確実に接続し、端子接続部に電線の外力が伝わらないよう確実に固定
する。接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●電源配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。カバーの取付が
不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災、感電などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。修理に不備があると感電、火災
などの原因になります。

●修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。点検・修理にあたって、電源ブレーカが
ＯＮのままだと、感電によるケガの原因になります。

●パネルを外した状態で運転しない。高温部、高電圧部に触れると、やけどや感電によるケガの原因に
　なります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。感電、故障や動作不良の原因になります。

●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあ　　
　ります。　
●病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器、高周波の発生する機器の近くでは据付け、使用しな
い。インバータ機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機器の影響による本機の誤作動や故障
の原因になったり、本機から医療機器あるいは通信機器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映
像放送の乱れや雑音など弊害の原因になることがあります。
●濡れた手でスイッチを操作しない。感電の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。必ず5分以上待ってください。故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによる運転や停止をしない。火災の原因になることがあります。ファンが突然回り、ケ
ガの原因になることがあります。

安全上のご注意

注意
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（1）　MSV本体への据付・電気配線
　　下記1）から26）の手順に従って据付を行ってください。
　  ⒜ 取付作業準備
　��　1）基板等の部品保護用の包装を必ず外し、捨ててください。
　��　���� 警告　外さずに通電すると異常過熱、火災の原因になります。
　��　2）MSV2本体に通電されていないことを確認してください。
　��　3）	MSV2本体正面パネル（電源ボックス側）・カバーおよびコントロールボックス（モジュール２）

側のサービスパネル、カバーを取外してください。（下図参照）
　��　4）電源ボックスのカバー裏側にMSVコントローラ結線銘板を貼付けてください。
　��　5）電源ボックスパネルの表側にMSVコントローラ内蔵ユニットを示すラベルを貼付けてください。

　  ⒝ 電源ボックス内へのコントロールユニットの取付
　��　6）配線固定用のクランプ（大）⑤を、図示（Ⓐ）の位置に取付けてください。
　��　7）	コントロールユニット②を電源ボックス中央付近にある取付台に仮固定してから、左側にあるヒン

ジ部を電源ボックスに取付け固定してください。（M5ねじ×1本、M3ねじ×4本）⑧

5）下図ラベルを7セグメントのぞき窓（左側）の
下に貼付けてください。（表側）

4）電源ボックスのカバー裏側に
結線銘板を貼付けてください。

電源ボックス取付図

Ⓐクランプ取付位置

7）ヒンジ7）ヒン6）クランプ 大

7）ヒンジ取付部

7）コントロールユニット取付台

※コントロールユニット取付前

 

7）ねじ で取付

13）電源ボックス左上グロメット部
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　  ⒞ コントロールボックス内へのコントロール基板、トランスの取付
　��　8）	コントロールボックス内の統括基板の下方のスペースに、付属のロッキングサポート⑥⑦（A：8個，B：

2個）、クリップA⑩（３個）を図示Ⓑの位置に取付け、コントロール基板①を取付けてください。
　��　9）	コントロール基板①に取付けてある配線は、コントロールボックス右側面に取付けてある既設クリップ

B（２か所）と既設配線にバンド⑨で固縛し、コントロールボックス右上方まで這わせて、右側面上方
にある開口部よりボックス外に取出してください。

　　10）	コントロール基板①配線が、周囲の板金エッジに接触しないよう、必要に応じて手順8）で取付けたク
リップAや、予備のタイマウント⑪（予備２個）、バンド⑨（予備４本）を用いて固定してください。

　　11）	ユニットに既設のＭＳＶコントローラ用の信号線（青と白の配線／黄コネクタ）をコントロール基板の
CN5（図Ⓒ）に差し込んでください。

　　12）	コントロール基板①の左方に、付属のねじ⑧（M4ねじ×2本）を用いてトランス③を取付けてください。
トランス③上下の向きに指定はありません。

　　13）	トランス③の1次・2次配線と端子台R･Sからの電源線の計6本を、図示Ⓓのようにコネクタから約100
㎜の位置で付属のフェライトコア④に一周（2ターン）巻き付けてからコントロール基板①に接続して
ください。
（トランス1次側（白コネクタ）：CN15、トランス2次側（黒コネクタ）：CN4、電源線（赤コネクタ）：
CN10）
※必ずフェライトコア④に一周巻き付けてください。ノイズにより誤作動のおそれがあります。

　　14）電源線等の配線余剰分は、ユニットに既設のクリップAを利用して固定してください。

11

 

コントロールボックス取付図

14）電源ボックス
左上グロメット部 

 

 
コントロール基板 

Ⓓフェライトコア取付

Ⓒ信号線コネクタ
接続先（CN5）

電源線コネクタ
接続先（CN10）

トランス 次側
コネクタ接続先（CN15）

トランス 次側
コネクタ接続先（CN4）

Ⓖタイマウント⑪

配線コネクタ接続先

Ⓑロッキングサポート⑥⑦取付位置
クリップ

○印：ロッキングサポート B（8か所）
◇印：

9）既設配線に
バンド⑨で固縛

12）トランス 上下の方向性なし

約 ㎜

フェライトコア④

バンド⑨

コネクタ

8）統括基板

18）バンド⑨で固縛

A⑩取付位置
△印：ロッキングサポート A（2か所）

クリップ A（3か所）

9）クリップ B（既設）
14）クリップA（既設）
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　  ⒟ コントロールユニットとコントロール基板の接続
　　15）�手順9）で取出した配線を、電源ボックス左上グロメット部より電源ボックス内へ引き入れてください。
　　16）�電源ボックス内で、コネクタ色と形状（ピン数）を合わせて配線を接続してください。	

接続コネクタは、白4P/6P/8P/10P,青4P/6P,赤6Pの計7組あります。	
※�コントロールユニットの裏面にもコネクタ接続配線が1組（赤色）あります。（図示Ⓔ）。手順7）で仮
固定したねじを取り外し、コントロールユニットを開き、忘れずに接続してください。

　　17）�７セグメント基板に接続する配線は、リレー⇔端子台配線の内側を通し、図示Ⓕの既設バンド（2か所）
で固定し、7セグメント基板に直挿ししてください。

　　18）�コントロールボックスと電源ボックス間の配線は、電源ボックス裏にあるファンの上方を通過しないよ
う図示Ⓖ(※左図)の位置にタイマウント⑪を取付け、バンド⑨で固定してください。

　　19）コネクタ接続した配線は、手順6）で取付けたクランプ（大）⑤に固定してください。
　　20）コントロールユニット②を、コントロールユニット取付台に本固定してください。

Ⓕ セグメント基板接続配線
固定バンド 既設 位置

セ17） グメント基板

 

Ⓔコントロール基板裏面

バンド 既設 で固縛

コネクタ接続
赤色

コネクタ接続 白色

コネクタ接続 青色

20）ねじ（M5）で取付
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　  ⒠ 他ユニットとの接続
　　21）�他のユニットからの信号線を電源ボックス下部から引き入れてください。	

※�ベタ基礎等で下部から引き入れが困難な場合は、現地でベース側面部に穴を開けて、引き入れてくだ
さい。

　　22）�引き入れた信号線を端子台TB10（端子A,B）に接続してください。
　　23）�MSV2本体の電源工事が完了したら、7セグメントの点灯により通電確認してください。

参考MSVコントローラ取付時の信号線接続図
＜注意＞
MSVコントローラ取付時は接続する全てのユニットで
電源ボックス内のユニット統括基板7セグメントP10
（上位機器設定）を“1”（MSVコントローラ）に変更する
必要があります。（出荷時設定は“4”リモコンです。）

22）端子台TB10のA,Bへ接続

他ユニットのA.Bへ
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　  ⒡ 7セグメント・スイッチの設定
　　24）�MSVコントローラの7セグメント、スイッチを設定してください。	

システムに関わらない共通の設定は下表のとおりです。設定後に７セグメントに異常無き事を確認して
ください。冷暖混在システムを使用する場合でも、一旦、通常システム（冷却or加熱のシステム）の設
定をすることをお勧めします。	
複式ポンプシステムや変流量制御等をご利用になられる場合は、システム毎での個別設定を技術資料に
記載の「MSV2-C簡単設定シート」に従って設定してください。

　　25）試運転は技術資料とMSV2本体付属の取扱説明書に従って確実に行ってください。
　　26）�試運転完了後、電源ボックスのカバー・パネルおよびコントロールボックス（モジュール２）側のカバー・

サービスパネルを閉めてください。

7セグメント データ表示内容 表示範囲 初期値 設定値

温度設定
加熱兼用外部入力
加熱別々外部入力

冷暖混在システムの場合のみ設定してください

運転モード設定
エネコンダクタ）

上位機器設定

接続台数 接続台数に応じて
冷温水ヘッダ
温度センサ使用
切替
（Pt100の使用
有無の切替）

0：還水ヘッダ温度使用，
往水ヘッダ温度使用 往水ヘッダ温度使用

往水ヘッダ温度未使用（ユニットデータを使用）
ヘッダ温度とユニット部の水温に差がある場合はヘッダ温度入力とし

を設置し、 としてください。ヘッダ温度セン
サを使用しない場合、P97の設定値を3に設定することで各ユニットの
水温平均を使用して制御を行いますが各ユニットの流量、運転状況、
ヘッダ部までの距離により実際のヘッダ温度からずれて、設定温度に
到達しない場合があります。
冷暖混在システムの場合のみ設定してください

冷水・温水の送水ヘッダ温度使用
冷暖混在
境界設定

冷暖混在システムの場合のみ設定してください

初期起動台数
場合，

増段許可台数 1/3を目安に設定してください。例：
場合，

減段許可台数
場合，

アドレス0
0：冷却設定ユニット

コード No.
P02

P07

P10

P12
P97

H90

J03

J07

J08

0,1,2,3,4

0,1,2

0,1,2,
10,21

1～20
0～6

0～21

1～20

0～20

0～20

0：7セグメント入力

2：通信（リモコンまたは

2：リモコン

1：1台

20：20台

10：10台

10：10台

0：7セグメント入力
1：冷却
2：冷却
※P10を1or2or10or21にした場合は設定無効です。

3：7セグメント入力
4：冷暖混在 外部入力
※P10を1or2or10or21にした場合は設定無効です。

2：通信（リモコンまたはエネコンダクタ）

0：手元
1：外部入力

0：外部制御盤（外部入力経由で指令）
1：エネコンダクタ（通信経由で指令）
2：リモコン（通信経由で指令）
10：Modbus 通信
21：リモコン・MSV2-C 後押し優先 

1から20の間で設定

※P10を1or2or10or21にした場合は設定無効です。

0：還水ヘッダ温度使用，

3：還水ヘッダ温度未使用（ユニットデータを使用）

てPt100 P97の設定値を0

※Pt100（2個）の設置は必須です。
4：冷水・温水の還水ヘッダ温度未使用（ユニットデータを使用）

1～20冷却するユニットの最後のアドレスを設定
※P10を1or2or10or21にした場合は設定無効です。
P12の接続台数の1/3を目安に設定してください。例：10台の

3or4を設定。
P12の接続台数の 10台の

3or4を設定。
P12の接続台数の1/3を目安に設定してください。例：10台の

3or4を設定。



−229−

  5.4.3　MSV2-C/CV　パッケージングリスト

●梱包用の箱から取出し、下記付属品を確認してください。

名称 外観 個数 使用箇所 チェック
① コントロール基板 コントロールボックス内に取付

けます。

② コントロールユニット 電源ボックス内に取付けま
す。

③ トランス コントロールボックス内に取付
けます。

④ フェライトコア トランス配線・電源線に巻き付
けて取付けます。

⑤ クランプ 大
クランプ 小 ※予備

配線固定に使用します。

⑥ コントロール基板の固定に使
用します。

⑦ コントロール基板の固定に使
用します。

⑧ 取付ねじ 部品②③をMSV2本体への取
付の際に使用します。

⑨ バンド
（※予備4本）

配線やフェライトコアの固定に
使用します。

⑩ クリップA 配線固定に使用します。

⑪ タイマウント
（※予備2個）

配線固定に使用します。

⑫
結線銘板 （裏側）に貼付けてください。

⑬ ラベル
ユニットのパネルに貼付け
てください。

⑭ 据付説明書 本書をよく読んで確実に取付
作業を行ってください。

チェック者
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MSVｺﾝﾄﾛｰﾗ据付説明書

（MSV CONTROLLER内蔵）

No.

ロッキングサポートA

ロッキングサポートB

M3×4本、M4×2本、
M5×1本

MSVコントローラ MSV2電源ボックスカバー

MSVコントローラを内蔵する



三菱重工空冷ヒートポンプチラー

VoxcelSmart

三菱重工冷熱株式会社

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。

〒100-8332

〒108-0023

東京都千代田区丸の内三丁目2番3号

東京都港区芝浦２－11－５

三菱重工サーマルシステムズ株式会社




